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C L ： 量詞（classifier） 
C O P ： コピュラ（copula） 
N E G ： 否定辞（negative marker） 
PERF： 完了アスペクト（perfect aspect） 
PROG： 進行アスペクト（progressive aspect） 






















(1)  この水は飲める。2 








                                                   












(3)  这 个 水 [能/可以]  喝。 
  これ CL 水  NENG/KEYI  飲む  
  「この水は飲める。」 
(4)  这 本 书 很6  好 理解。 
  これ CL 本  とても HAO 理解する 







(5)  この水は飲用水だ。 
(6)  この本は簡単だ。 







                                                   
5 中国語のこれらの形式を副詞と見る立場もあるが、本論文では吕叔湘 (1980, 1999)、朱
德熙 (1982)の見方の従い、助動詞としておく。 
6 中国語では性質形容詞が肯定平叙文で程度副詞などを伴わず単独で述語に用いられた場


























(8)  この水は（??とても/??非常に/??最も/??やや）飲める。 
(9)  この水は（とても/非常に/最も/やや）飲みやすい。 
(10)  この食品は（さっと/スプーンで/3 分で/東京で）食べられる。 







(12)  そのプロジェクトは（??とても/??非常に/??最も/??やや）可能だ。 







(14)  この手続きは（3 分で/東京で）可能だ。 













(16)  他 能  说 英语。 
   彼  NENG 話す 英語 
    「彼は英語が話せる。」 
(17)  明天 他 能  在 家 吗？ 
    明日  彼  NENG いる 家  SFP（疑問） 
    「明日彼は家にいるだろうか。」 
(18)  现在 我 能  说 两   句 吗？ 
   今   私  NENG 話す いくつか CL SFP（疑問） 






(19)  彼は英語が話せる。 
(20)  #明日彼は家にいられるか。 
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(21)  #今（私が）ちょっと喋れますか。 
(22)  明日彼は家にいるだろうか。 











(24) a. この本は、（私は）理解しにくく感じる。 
   b. この小説は話の筋が複雑で、私は理解しにくい。 
(25) a.??这  本 书，（我） 感到7 很  难  理解。 
    これ CL 本  私   感じる とても NAN  理解する 
    「この本は、私は理解しにくく感じる。」 
   b.??这  本 小说 的 故事  情节 复杂， 我 很  难  理解。 
     これ CL 小説  の  ストーリー 筋   複雑   私  とても NAN  理解する 
     「この小説は話の筋が複雑で、私は理解しにくい。」 
 第 2 の課題はこのような日本語と中国語の言語間の差異を、実現性の概念化のあり
方と関連付けて明らかにしようとするものである。 
 




  (i) 我[感到/感觉/觉得]不舒服。（私は気持ち悪く感じる。） 
  (ii) 我[??感到/感觉/觉得]他说的对。（私は彼の言うことが正しいと思った。） 
思考動詞としての解釈ならば、(iii)に示されるように“感觉”、“觉得”は難易表現と共起
する。 










(26)  この本は理解し[にくい/づらい]。 




自然になる。これは日本語と中国語の間で平行的に見られる現象の 1 つである。 
(28)  这 本 书 很  [容易/好]  理解。 
   これ CL 本  とても RONGYI/HAO 理解する 
    「この本は理解しやすい。」 
(29)  这 种 建材 很  [容易/??好] 燃烧。 
   これ CL 建築材 とても RONGYI/HAO 燃える 




(30)  那 条 路 很  [??容易/好] 走。 
   あれ CL 道  とても RONGYI/HAO 歩く 
   「あの道は歩きやすい。」 
(31)  英语 很  [容易/*好] 学会。 
   英語  とても RONGYI/HAO 学ぶ-身に付く 
























(32)  私は 3 つの外国語[が（/を）話せる/を話すことができる]。 
(33)  このきのこは[食べられる/食べることができる]。 
(34)  我 [能/会/可以] 说 3 种 外语。 
   私  NENG/HUI/KEYI 話す 3 CL 外国語 
   「私は 3 つの外国語が話せる。」 
(35)  这 个 蘑菇 [能/可以] 吃。 
   これ CL きのこ NENG/KEYI 食べる 
   「このきのこは食べられる。」 
＜難易表現＞ 
(36)  このことは説明し[やすい//にくい/づらい]。 
(37)  这 件 事 很  [容易/好//难]  解释。 
   これ CL こと とても RONGYI/HAO//NAN 説明する 










(38) a. 太郎は風邪をひきやすい。 
  b. 太郎 容易  感冒。 
    太郎  RONGYI 風邪をひく 
    「太郎は風邪をひきやすい」 
(39)  私にはこの話が説明しやすい。 
なお、「ニ」格主語は(40)のように可能表現でも現れうる。 
(40)  私には 3 つの外国語が話せる。 
このように特に日本語の可能・難易表現はとりうる構文が多様で、可能・難易表現が
とる格パタン、主語の認定、統語構造と意味解釈の関係など、可能・難易表現の統語














(41)  「V 連用形+（rar）eru」  
(42)  「V 連用形+[yasui//nikui/zurai]」 
「ことができる」のみ動詞連体形に接続し、その形式自体も複合的であり、他の形式
とは形態的特徴が異なるが、日本語の生産的な可能形式として広く使われている点を
                                                   












(43)  “[能/会/可以]+V”  




とることができない（郑怀德 1998、奥田宽 2000）。 
(45) a. 这 把 剪子 很  好 剪。 
    これ CL はさみ とても HAO 切る 
    「このはさみは切りやすい。」 
  b. *这  把 剪子 很  好 剪 布。 
    これ CL はさみ とても HAO 切る 布 
    「このはさみは布を切りやすい。」 
それに対して、(46)、(47)に示されるようにその他の可能形式“能”、“会”、“可以”お
よび難易形式“容易”、“难”については、「動詞＋目的語」という構造をとりうる。 
(46)  我 [能/会/可以] 说 英语。 
   私  NENG/HUI/KEYI 話す 英語 
   「私は英語が話せる。」 
(47)  这 个 结论 很  [容易/难]  说服  人。 
   これ CL 結論  とても RONGYI/NAN 説得する 人 


















(48) a. 打工  很  辛苦， 却   赚不到     多少  钱。 
    アルバイト とても 辛い   けれども 儲ける-NEG-達する いくらか 金 
    「アルバイトをするのはとてもつらいのに、いくらもお金が稼げない。」 
  b. 看得出， 美国  的 那 一 套 学术规范 他 已经 很  熟悉。 
    見る-DE-出る アメリカ  の  あれ 一  CL 学術規範   彼  すでに とても 熟知する 
    「アメリカのあの学術規範を彼はすでに熟知していることが見て取れ 






(49) a. 这 件 事 可   不 是 一般人 干得了   的。 
    これ CL こと まったく NEG COP 一般人  する-DE-LIAO のもの 
    「このことは一般の人がやれるものではない。」 
  b. “我 不 知道，” 妇女 说，“我  真的 回答不了   你们”。 
     私  NEG 知っている 女性  言う  私  本当に 答える-NEG-LIAO あなたたち 
     「「私はわからない、」と女性が言った、「私は本当にあなた達に答え






(50)  有 一些  事情 是  说得  做不得，  可   有 一些 
   ある いくつか  こと  COP  話す-DE  する-NEG-DE  けれども  ある いくつか 
    事情 是  做得   说不得。 
   こと  COP  する-DE  話す-NEG-DE 
   「一部のことは言ってもいいがやってはいけないのだが、一部のことは 






として扱われることがある（張威 1998、大崎 2005、姚艶玲 2008）。 
(51)  いくら頑張っても、彼との差は縮まらない。 
(52)  腕が痛くて、手があがらない。 
（張威 1998:2） 
渋谷 (1998)、張麟声 (2001)、姚艶玲 (2008)などが指摘するように、中国語の可能補
語を日本語に訳す場合、「られる」や「ことができる」の可能形式を用いて表すことが
できず、無標識可能表現に対応する場合がある（(53)、(54)）。 
(53)  身体 坚持不住。 
   体   もつ-NEG-そのまま 
   「体がもたない。」（*体がもてない） 
(54)  不  吃 药 的话，  你  的 病 治不好。 
   NEG  飲む 薬  ～だとしたら あなた の  病気 治す-NEG-良い 
   「薬を飲まなければ、あなたの病気は治らない。」（*治れない/?治せない9） 
 中国語の可能補語、および日本語の無標識可能表現は、＜可能＞を概念化、言語化
する際の 1 つの手段として両言語において重要な位置を占める形式であるが、本論文











【表 1 本論文で扱う日本語と中国語の可能形式と難易形式】 
























(56)のようないわゆる Tough 構文という特定の構文によって難易表現が実現される。 
(55)  I can speak French. 










 この節では本論文の構成について説明する。本論文は以下の 6 つの章によって構成
される。 
 
第 1 章 序論 
第 2 章 先行研究と本論文の立場 
第 3 章 可能表現と難易表現の対照 
第 4 章 日本語と中国語の可能表現 
第 5 章 日本語と中国語の難易表現 


























 第 4 章「日本語と中国語の可能表現」と第 5 章「日本語と中国語の難易表現」では、
日本語と中国語における類義の可能・難易形式を比較することによって、事態から実
現性を見出す過程に形式間・言語間で程度差といくつかのバリエーションがあること




















表現について記述的にその意味を整理した研究に、藤井 (1971)、小矢野 (1979, 1980, 
1981)、青木怜子 (1980)、金子 (1980, 1981)、奥田靖雄 (1986)、渋谷 (1993, 2006)、
山口 (2002)などがある。中国語では、多くの語を辞書的に記述する、あるいは中国語
の文法体系全体を記述する中で可能形式の意味・用法が整理されているものが多く、


















リティの枠組みの中で論じられることも多い（熊文 1996、Li, Renzhi 2004、鲁晓琨 
2004、彭利贞 2007）1。これらの研究によって、中国語の可能表現がかなりの程度、
一般言語学的なモダリティ論の枠組みを用いて整理できることが示されている。 
 難易表現については、日本語の分析では、統語論的な観点からの分析が 70 年代から
盛んになり、Inoue, Kazuko (1978)、嶋村 (1980)、Takezawa (1987)、佐藤 (1989)、
三木 (2001) 、井上和子 (2005)などによって英語の Tough 構文との比較、およびその
統語派生のメカニズムについて分析がなされてきた。さらに、90 年代以降、「やすい」






















                                                   
1 モダリティの意味分類については第 3 章 3.1 節で詳しく述べる。 
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(1)  この水は（??とても/??非常に/??最も/??やや）飲める。 
(2)  この水は（とても/非常に/最も/やや）飲みやすい。 
(3)  この食品は（さっと/スプーンで/3 分で/東京で）食べられる。 







(5)  明天 他 能  在 家 吗？ 
  明日  彼  NENG いる 家  SFP（疑問） 
  「明日彼は家にいるだろうか。」 
(6)  现在 我 能  说 两   句 吗？ 
  今   私  NENG 話す いくつか CL SFP（疑問） 
  「今ちょっと喋ってもいいですか。」 
(7)  #明日彼は家にいられるか。 
(8)  #今（私が）ちょっと喋れますか。 
                                                   
























































(9) a. 太郎が走った。 
 b. 太郎が窓を割った。 
(10) a. 太郎が死んだ。 
   b. 木が倒れた。 




(12) a. 太郎は背が高い。 
   b. 桜はバラ科に属する。 
(13)  この本は読むべきだ。 















(14) a. 太郎が走るのを見た。 
  b. 太郎が窓を割るのを見た。 
(15) a. 太郎が死ぬのを見た。 
   b. 木が倒れるのを見た。 
(16)  太郎がずぶ濡れなのを見た。 
それに対して非事態を表す表現は知覚構文と共起しない（(17)、(18)）。 
(17) a.??太郎が背が高いのを見た。 











                                                   
4 ただし、日本語の可能表現は 1 回的な事態を表す用法も持つため、「彼が泳げるという能
力があるのを見た」という解釈ではなく、「彼が泳げているのを見た」、「彼が泳げたのを見
た」という文に近い意味を表す文としてなら容認可能である。日本語の可能表現が事態を
















(22)  彼は泳げる。 
(23)  明天 会 下 雨。 
   明日  HUI 降る 雨 








(24) a. 彼は泳げる。 
  b. この水は飲める。 

















(26) a. 彼が泳いだ。 
  b. この水を飲んだ。 










(28)  この水は飲用水だ。 
(29)  この本は簡単だ。 

















































詞の多義ネットワークを記述する研究（仲本 1998, 2000, 2006）、英語の Tough 構文
や中間構文などの特定の構文の意味特徴を記述する研究（篠原 1993、坂本 2002, 2004、












(31)  This book sells easily. 








(33) a. *This book buys easily. 
   b. ?This ball hits easily. 
(34) a. ?This boss handles easily. 














(35) a. このたまごは[割ってみると/*運んでみると]かたかった。 






(36) a. この水は飲める。          （対象） 
   b. このペンはよく書ける。       （道具） 
   c. この公園はバーベキューができる。  （場所） 
   d. 週末は買い物に行ける。       （時間） 
(37) a. この水は飲みやすい。        （対象） 
  b. このペンは書きやすい。       （道具） 
  c. この公園はバーベキューがしやすい。 （場所） 
  d. 週末は買い物に行きやすい。     （時間） 
(38)  このたまごは（容易に）[割れる/運べる]。 















 第 3 章では可能表現と難易表現の言語的ふるまいの違いを観察することで、＜可能
＞と＜難易＞がどのような点で共通し、どのような点で異なるのかということを明ら
かにする。この第 3 章は第 1 章で示した課題Ⅱ、＜可能＞と＜難易＞という意味概念
はどのように異なるのか、という課題に応えるものである。3.3 節と 3.4 節がその具体
的な分析であるが、可能表現と難易表現の具体的な対照に入る前に 3.1 節で可能表現
の意味分類、3.2 節で難易表現の意味分類をそれぞれ整理し、日本語と中国語の違いを
示す上で有効な可能・難易表現の意味分類を示す。3.1 節、3.2 節の意味分類、3.3 節、









び、Bybee et al. (1994)、van der Auwera & Plungian (1998)の知見を参照しながら可
能形式が表す意味を見る。Palmer (2001)はモダリティを大きく動的モダリティ
（dynamic modality）、束縛的モダリティ（deontic modality）、認識的モダリティ






(1)  我们 今天 能  做 的 事，有 许多 是 过去 做不到    的。 
  私達  今日  NENG する の  こと ある 多い  COP 過去  する-NEG-達する  のもの 
  「今日私たちができることの中には、過去にはできなかったものが多くあ 
   る。」 
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(2)  因为  缺   教员，暂时  还 不 能  开课。 
  ～なので 足りない 教員  しばらく まだ NEG NENG 開講する 
  「教員が足りないので、まだしばらくは開講できない。」 
(3)  这儿 能  不 能  抽烟？－ 那儿 可以 抽烟， 这儿 不 能。 
  ここ  NENG NEG NENG 喫煙する  あそこ KEYI 喫煙する ここ  NEG NENG 
  「ここでたばこを吸ってもいいですか。―あそこはいいですが、ここはだ 
   めです。」 
(4)  这 件 事 他 能  不 知道  吗？ 
     これ CL こと 彼  NENG NEG 知っている SFP（疑問） 








(5)  He can run a mile in five minutes.  （Dynamic: he has the ability） 
(6)  He can escape.           （Dynamic: the door’s not locked） 
(Palmer 2001:10) 





可能」と「状況可能」の違いにほぼ一致するので、本論文では Bybee et al. (1994)が















ティである「事態モダリティ」（event modality）と呼んでいる。一方、Bybee et al. 
(1994)は許可の用法を「話し手中心モダリティ」（speaker-oriented modality）として
いる。Bybee et al. (1994)は、話し手中心モダリティを、動作主に関わる条件の存在に
ついて述べる動的モダリティ（動作主中心モダリティ）とは違い、話し手が聞き手に
条件を課すモダリティであるとしており、「話し手」に関わるモダリティとしてむしろ
認識的モダリティに近いものとして捉えている。van der Auwera & Plungian (1998)









は状況可能の特殊なケースとして見ることができ、Bybee et al. (1994)や van der 












【表 2 本論文における可能形式の意味の分類と先行研究の分類の関係】 
本論文で用い
る分類と用語 









Palmer (2001) dynamic modality deontic modality epistemic modality 



















































(7) a. 彼は 3 つの外国語が話せる。 
 b. 彼は油絵が描ける。 
(8) a. 彼は 3 つの外国語を話すことができる。 
 b. 彼は油絵を描くことができる。 
(9) a. 他 能  说 3 种 外语。 
   彼  NENG 話す 3 CL 外国語 
   「彼は 3 つの外国語を話すことができる。」 
 b. 他 能  画 油画。 
   彼  NENG 描く 油絵 
   「彼は油絵が描ける。」 
(10) a. 他 会 说 3 种 外语。 
    彼  HUI 話す 3 CL 外国語 
    「彼は 3 つの外国語を話すことができる。」 
  b. 他 会 画 油画。 
    彼  HUI 描く 油絵 
    「彼は油絵が描ける。」 
(11) a. 他 可以 说 3 种 外语。1 








    彼  KEYI 話す 3 CL 外国語 
    「彼は 3 つの外国語を話すことができる。」 
  b. 他 可以 画 油画。 
    彼  KEYI 描く 油絵 
    「彼は油絵が描ける。」 
 なお、“可以”については、許可可能の否定、すなわち禁止を表す場合以外は否定形
式そのものが使われないということをここで確認しておく（吕叔湘 1980, 1999、刘月
华等 1983, 2001）。これは(12)のような能力可能の否定だけではなく、次の 3.1.2 節で
見る(13)のような状況可能（条件的状況可能、受動的状況可能）についても同様であ
る。 
(12) a. 他 不 [能/会/??可以] 游泳。 
    彼  NEG NENG/HUI/KEYI  泳ぐ 
    「彼は泳げない。」 
   b. 他 不 [能/会/??可以] 画 油画。 
    彼  NEG NENG/HUI/KEYI  描く 油絵 
    「彼は油絵が描けない。」 
(13) a. 我 明天 有 事，不 [能/??可以] 来 了。 
    私  明日  有る 用事 NEG NENG/KEYI  来る SFP（変化）2 
    「私は明日用事があって行けない。」 
  b. 大白菜 可以 生 吃， 小白菜 不 [能/??可以] 生 吃。 
    白菜   KEYI 生で 食べる チンゲン菜 NEG NENG/KEYI  生で 食べる 




















 状況可能の下位分類の 1 つ目は、「行為主体以外の外部の事物や状況に関わる要因」
が「何らかの一時的な条件」に相当する場合であり、特定の時空間における一時的な
条件によって事態が実現する（しない）ことを表す。奥田靖雄 (1986)の「能力可能/











(14) a. 彼は足が良くなって、歩けるようになった。 
  b. 暑くなってきたので、泳げる。 
(15) a. 彼は足が良くなって、歩くことができるようになった。 
  b. 暑くなってきたので、泳ぐことができる。 
(16) a. 他 腿 伤 治好  了， 能  走路 了。 
    彼  足  傷  治る-良い PERF NENG 歩く  SFP（変化） 
    「彼は足が良くなって、歩けるようになった。」   （相原 1997:34） 
  b. 天气 热 了， 能  游泳 了。 
    天気  暑い PERF NENG 泳ぐ  SFP（変化） 
    「暑くなってきたので、泳げる。」 
(17) a. *他  腿 伤 治好  了， 会 走路 了。 
    彼  足  傷  治る-良い PERF HUI 歩く  SFP（変化） 
34 
 
    「彼は足が良くなって、歩けるようになった。」 
  b. *天气  热 了， 会 游泳 了。 
    天気  暑い PERF HUI 泳ぐ  SFP（変化） 
     「暑くなってきたので、泳げる。」 
(18) a. 他 腿 伤 治好  了， 可以 走路 了。 
    彼  足  傷  治る-良い PERF KEYI 歩く  SFP（変化） 
    「彼は足が良くなって、歩けるようになった。」 
  b. 天气 热 了， 可以 游泳 了。 
    天気  暑い PERF KEYI 泳ぐ  SFP（変化） 
    「暑くなってきたので、泳げる。」      （刘月华等 2001:181） 
(17)の例文、および多くの先行研究で指摘されてきたように、“会”は条件的状況可能
を表すことができない（吕叔湘 1980, 1999、黄麗華 1995、讃井 1996、渡边 2000、






















(19) a. セロリは葉も食べられる。 
   b. この筆は絵を描けますか。 
(20) a. セロリは葉も食べることができる。 
   b. この筆は絵を描くことができますか。 
(21) a. 芹菜 叶子 也 能  吃。 
    セロリ 葉   も  NENG 食べる 
    「セロリは葉も食べられる。」          （吕叔湘 1999:414） 
  b. 这 支 毛笔 能  画 画儿 吗？。 
    これ CL 筆   NENG 描く 絵   SFP（疑問） 
    「この筆は絵を描けますか。」          （吕叔湘 1999:414） 
(22) a. *芹菜  叶子 也 会 吃。 
    セロリ 葉   も  HUI 食べる 
    「セロリは葉も食べられる。」 
  b. *这  支 毛笔 会 画 画儿 吗？。 
    これ CL 筆   HUI 描く 絵   SFP（疑問） 
     「この筆は絵を描けますか。」 
(23) a. 芹菜 叶子 也 可以 吃。 
    セロリ 葉   も  KEYI 食べる 
    「セロリは葉も食べられる。」 
  b. 这 支 毛笔 可以 画 画儿 吗？。  
    これ CL 筆   KEYI 描く 絵   SFP（疑問） 
















(24) a. *竹は花が咲ける。 
   b. *水は 0 度になると凍れる。 
(25) a.??竹は花が咲くことができる。 
   b.??水は 0 度になると凍ることができる。 
(26)～(28)の中国語の例を見ると、“会”は問題なく表せるが、“能”、“可以”は通常の
解釈ではこの自発的状況可能を表すことは難しいことがわかる。 
(26) a. ?竹子  能  开花。 
    竹   NENG 開花する 
    「竹は花が咲く。」 
  b. ?水  到  0 度  能 结冰。 
    水  達する 0 度  NENG 凍る 
    「水は 0 度になると凍る。」 
(27) a. 竹子 会 开花。 
    竹   HUI 開花する 
     「竹は花が咲く。」                （Endo 2005:33） 
  b. 水 到  0 度  会 结冰。 
    水  達する 0 度  HUI 凍る 
     「水は 0 度になると凍る。」 
(28) a.??竹子  可以 开花。 
    竹   KEYI 開花する 
    「竹は花が咲く。」 
  b.??水  到  0 度  可以 结冰。 
    水  達する 0 度  KEYI 凍る 
     「水は 0 度になると凍る。」 
 ただし、(29)と(30)が示すように、「ことができる」と“能”については一定の条件
下では自発的状況可能を表すことができる。どのような場合に「ことができる」や“能”
が自発的状況可能を表せるのかということについては第 4 章で詳しく議論する。 
(29) a. 温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ
    うやく咲くことができる。 
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  b. …自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝くことが
    できるという訳です。 
（呂雷寧 2008:280, 283）  
(30) a. 水 到  100 度 才  能  开。 
    水  達する 100 度  やっと NENG 沸く 
    「水は 100 度でやっと沸騰する。」 
  b. 在 一定 温度 条件下， 才  能  下 雪。 
   ～で 一定の 温度  条件下   やっと NENG 降る 雪 








(31) a. 我 能  进来  吗？ 
    私  NENG 入る-来る SFP（疑問） 
    「入ってもいいですか。」 
  b. 休息室里  能  吸烟（， 教室里 不 能  吸烟。） 
    休憩室の中   NENG 喫煙する  教室の中 NEG NENG 喫煙する 















(32) a. *我  会 进来  吗？ 
    私  HUI 入る-来る SFP（疑問） 
    「入ってもいいですか。」 
  b. *休息室里 会  吸烟。 
    休憩室の中  HUI  喫煙する 
     「休憩室ではたばこを吸ってもいい。」 
(33) a. 我 可以  进来   吗？ 
    私  KEYI  入る-来る  SFP（疑問） 
    「入ってもいいですか。」 
  b. 休息室里 可以 吸烟。 
    休憩室の中  KEYI 喫煙する 







                                                   





  (i) 你放心吧，我会对她好的。（安心してくれ、僕は彼女を大事にするから。） 
（侯瑞芬 2009:289） 
  (ii) 你等着看吧，我们会考第一名的。（見ていてくれよ、私達は試験で一位になって 









(34) a. どなたでもお入りになれます。            （許可、肯定文） 
  b. 悪いけど、私のかわりにあした会議出られない？   （依頼、疑問文） 





(35) a. #（私は）ちょっと喋れますか？     （許可） 
  b. #教えられませんか？          （依頼） 
  c. *動けないで。/*動けるな。       （禁止） 
(36) a. 现在 我 能  说 两   句 吗？ （許可） 
    今   私  NENG 話す いくつか CL SFP（疑問） 
    「今ちょっと喋ってもいいですか。」 
  b. 能  不 能  告诉 我？      （依頼） 
    NENG NEG NENG 伝える 私 
    「教えてもらえませんか。」 
  c. 你   决  不 能  动。      （禁止） 
    あなた 決して NEG NENG 動く 




































(37) a. #彼は家にいられる。 
   b. *明日雨が降れる。 
(38) a. #彼は家にいることができる。 
   b. *明日雨が降ることができる。 
中国語については、“会”は問題なくこの認識可能を表せるが（(40)）、“能”、“可以”
は基本的には認識可能を表せない（(39)、(41)）。 
(39) a. #他  能  在 家。 
    彼  NENG いる 家 
    「彼は家にいるだろう。」 








  b.??明天  能  下 雨。 
    明日  NENG 降る 雨 
    「明日雨が降るだろう。」 
(40) a. 他 会 在 家。 
    彼  HUI いる 家 
    「彼は家にいるだろう。」 
  b. 明天 会 下 雨。 
    明日  HUI 降る 雨 
     「明日雨が降るだろう。」 
(41) a. #他  可以 在 家。 
    彼  KEYI いる 家 
     「彼は家にいるだろう。」 
  b. *明天  可以 下 雨。 
    明日  KEYI 降る 雨 
     「明日雨が降るだろう。」 
“可以”が認識可能を表せないということは多くの先行研究が指摘することであるが




や否定文についてのみ言及している研究（Guo, Jiansheng 1995、彭利贞 2007、侯瑞
芬 2009）と、それ以外の肯定平叙文でも認識可能を表すことを認める立場がある（黄
麗華 1995、宮本 1997、Li, Renzhi 2004、鲁晓琨 2004、陆庆和 2006）。詳しくは第
4 章 4.2 節で議論するが、本論文では“能”が認識可能を表しにくいという事実は認
                                                   
6 侯瑞芬 (2009)は以下の(i)、(ii)ような、話し手の判断にかかわる内容を述べる文に“可以”
が使用されている例を挙げ、“可以”も認識可能を表すという見方を示している。 
  (i) 所以秦始皇也可以看作是一个大的艺术家。（したがって、秦の始皇帝も大芸術家と
    みなすことができる。） 










(42) a. 天 这么  晚 了  他 能  来 吗? 
    時間 こんなに 遅い PERF 彼  NENG 来る SFP（疑問） 
     「こんな遅くに彼は来るのだろうか。」 
   b. 这 件 事 他 能  不  知道   吗? 
       これ CL こと 彼  NENG NEG  知っている  SFP（疑問） 
       「このことを彼が知らないわけがないだろう。」 
（吕叔湘 1999:415） 
(43) a. 真 没 想到  他 能  在 家 等 我。 
    実に NEG 思う-至る 私  NENG いる 家  待つ 私 
    「彼が家にいて私を待っているなんて思いもしなかった。」 
    b. 过  一会儿， 雨 大概 能  停。 
       過ぎる 少しの間  雨  たぶん NENG 止む 












(44) a. 私はついに憧れの北京に来られた。 
  b. なんとかその飛行機に乗れた。 
(45) a. 私はついに憧れの北京に来ることができた。 














形式が表す 1 つの意味として取り上げて議論する。 
 日本語の可能形式は問題なく実現可能を表すことができるが、(46)～(48)が示すよう
に、中国語の場合いずれの可能形式でもこの実現可能を表すのは難しい。 
(46) a. *我  终于 能  来到  了  向往  的 北京。 
    私  ついに NENG 来る-至る PERF あこがれる の  北京 
    「私はついに憧れの北京に来られた。」 
  b. *我  总算  能  坐上   了  那 班 飞机。 
     私  なんとか NENG 乗る-上がる PERF それ CL 飛行機 
     「なんとかその飛行機に乗れた。」 
(47) a. *我  终于 会  来到  了  向往  的 北京。 
    私  ついに HUI  来る-至る PERF あこがれる の  北京 
    「私はついに憧れの北京に来られた。」 
  b. *我  总算  会  坐上   了  那 班 飞机。 
     私  なんとか HUI  乗る-上がる PERF それ CL 飛行機 
     「なんとかその飛行機に乗れた。」 
(48) a. *我  终于 可以  来到  了  向往  的 北京。 
    私  ついに KEYI  来る-至る PERF あこがれる の  北京 
    「私はついに憧れの北京に来られた。」 
  b. *我  总算  可以 坐上   了  那 班 飞机。 




については、ナロック (2002)、野村 (2003)、黒滝 (2005)に詳しい。 
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     私  なんとか KEYI 乗る-上がる PERF それ CL 飛行機 
     「なんとかその飛行機に乗れた。」 
ただし、(49)が示すように、“能”だけは否定文、つまり過去の 1 回的な事態の非実現
を表す場合には使用することができる（吕叔湘 1980, 1999、朱継征 1995、渡边 1999、
郑天刚 2002、鲁晓琨 2004）。 
(49) a. 她 昨天 有点儿 中暑，   没 能  来 找  你。 
     彼女 昨日  少し   日射病にかかる NEG NENG 来る 訪ねる あなた 
     「彼女は昨日ちょっと日射病になって、あなたを訪ねることができな 
      かった。」 
   b. 路上 塞车， 市长 没 能  按时  赶到  会场。 
       路上  渋滞する 市長  NEG NENG 時間通りに 到着する 会場 
       「道が渋滞していて、市長は時間通りに会場に到着することができな 







(50)  *昨天 工作 太   多，做没完。 
   昨日  仕事  ～すぎる 多い やる-NEG-終わる 





(51)  *昨天 工作 太   多， 做不完。 
   昨日  仕事  ～すぎる 多い  やる-NEG-終わる 
   「昨日仕事があまりに多すぎて、やり終えられなかった。」 
  cf. 这么   多 工作， 一天 可   做不完。 
    こんなに  多い 仕事   一日  まったく する-NEG-終わる 




(52)  *昨天 工作 很  少， 做得完。 
   昨日  仕事  とても 少ない する-DE-終わる 
   「昨日仕事が少なくて、やり終えられた。」 
  cf. 这么  多 工作， 怎么  做得完？ 
    こんなに 多い 仕事   どうやって する-DE-終わる 
    「こんなにたくさんの仕事、どうやってやり終えられるというのか。」 
中国語で 1 回的な事態の実現・非実現を表す場合には、可能形式ではなく、(53)、(54)
に現れる“做完”（やる＋終わる）のような「動詞＋結果補語」の構文が用いられる。 
(53)  昨天 工作 太   多，没  做完。 
   昨日  仕事  ～すぎる 多い NEG  やる-終わる 
   「昨日仕事が多すぎて、やり終わらなかった。」   （張威 1998:217） 
(54)  昨天 工作 很  少， 全部 做完  了。 
   昨日  仕事  とても 少ない 全部  する-終わる SFP（変化） 




















【表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 















「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 
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  ○ △ 
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問題になっている（傅书灵・祝建军 2004、Endo 2005、蒋绍愚 2007、王鹏・马贝加 
2011）。この“会”の特殊性については、本論文では「事態から実現性を見出す認知過
























究を行っている先駆的な研究として、Inoue, Kazuko (1978)が挙げられる。井上和子 
(2005)も基本的には Inoue, Kazuko (1978)の枠組みを踏襲している。Inoue, Kazuko 
(1978)、井上和子 (2005)は日本語の難易表現（難易文）を以下の 4 種類に分類してい
る（(55)～(58)）。 
(55) a. 学生にはこの辞書が使いやすい。       （Ⅰ型） 
   b. 水泳選手にはこの台からが飛び込みやすい。  （Ⅰ型） 
(56)  私は高音で歌いにくい。            （Ⅱ型） 
(57)  木綿物は乾きやすい。             （Ⅲ型） 
















(60)  冷凍肉はとけにくい。 
a. 冷凍肉は簡単にはとけない。 
b. 冷凍肉はとけない傾向にある。 
（Inoue, Kazuko 1978:132） 
Inoue, Kazuko(1978)、井上和子 (2005)は基本的には共起する動詞の意志性（自己制
御性）という語彙的特徴と格パタンによって難易表現の意味を分類しているが、これ
に対して渡邊 (2007)は、Inoue , Kazuko (1978)、井上和子 (2005)の分類を参考にし
ながらも、意味的な観点も含めた分類を提案している。渡邊 (2007)は日本語の難易表
現を大きく「可能難易文」と「生起難易文」の 2 種類に分けている。以下、渡邊 (2007)
における「可能難易文」と「生起難易文」についての記述と例文を引用する。 
 
(61)  可能難易文の特徴 











(62) a. ビジネスマンにはノートパソコンが使いやすい。 
   b. この椅子は座りづらい。 
   c. このボールペンは書きにくい。 





(63)  生起難易文の特徴 







   生起難易文の取る格構造は基本的に対応する動詞文と同じであり、可
      能難易文の様な格の交替は起こらない。 
（渡邊 2007:187-188） 
(64) a. カラオケを歌うと、ポリープが出来やすい。 
   b. このテレビは壊れにくい。 
   c. 太郎は宿題を忘れやすい。 





(65) a. 今年の風邪は治りやすい。 
   b. 最近の割り箸はきれいに割れやすい。 















 以下、Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)と渡邊 (2007)の分類の関係を整理し
た上で、本論文で採用する分類を提示していく。Inoue, Kazuko (1978)、井上和子
(2005)の分類におけるⅠ型とⅡ型が渡邊 (2007)における「可能難易文」にあたる。






(66) a. この水は飲みやすい。 
  b. このペンは書きにくい。 
もう 1 つは(67)のように行為主体が感じる感覚として行為実現の容易さ・困難さを述
べるものである。これを「感覚難易」と呼ぶ。 
(67) a. 私は友達と一緒だと勉強がしやすい。 
  b. 恥ずかしくて、（私は）とても言い出しにくかった。 
属性難易と感覚難易の違いは、表している意味そのものの違いというより述べ方の違









(68)  私（に）は最後の仕上げがとても難しかった。    （益岡 1987:32） 
















(69)  私にはこの辞書が使いにくい。 
  →「私はこの辞書が使いにくいと感じる」 
   （感覚難易、「私」は経験者） 
  →「私という主体に対してこの辞書が使いにくいという認識が成り立つ」 
   （属性難易、「私」は領域） 
(70)  太郎にはこの辞書が使いにくい。 






(72)  私はこの辞書が使いにくい。 
  →「私はこの辞書が使いにくいと感じる」  




                                                   






 ここまで、Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)のⅠ型とⅡ型、および渡邊 (2007)
の可能難易文にあたるものを、本論文では「難易」と呼び、これが「属性難易」と「感
覚難易」に分けられることを確認した。つづいて先行研究の残りの分類についても見
ていく。Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)の分類におけるⅢ型とⅣ型が渡邊 




(75)  カラオケを歌うと、ポリープが出来やすい。  →（×出来がちだ） 
(76) a. 太郎は宿題を忘れやすい。          →（○忘れがちだ） 
  b. 空き巣は若い女性の一人暮らしを狙いやすい。 →（○狙いがちだ） 
 Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)は「がちだ」で置き換えられるか否かとい
う事実が意味的にどのようなことを意味するのかについては触れていないが、このこ








(77) a. 杉の枝は燃えやすい。 
  b. このチョコレートは溶けやすい。 
（渡邊 2007:210） 
(78) a. 杉の枝は[すぐに/容易に]燃える。 
  b. このチョコレートは[すぐに/容易に]溶ける。 
2 つ目の「傾向」は事態が実現する頻度の多さを表すものである。例えば(79)は「この
交差点で事故が起こる」、「A 国が各種災害に見舞われる」ということが頻繁に起こる
                                                   
10 渡邊自身は(65)のような可能難易文と生起難易文の中間的な用法が Inoue, Kazuko 
(1978)、井上和子(2005)の分類のⅢ型にあたるものとしているが、正確には、これらの用
法はⅢ型の一部ということになる。 






(79) a. この交差点では事故が起こりやすい。 
  b. A 国は地震、風水害、火山噴火などの各種災害に見舞われやすい。 
（渡邊 2007:210） 
(80) a. この交差点では事故が起こることが多い。 







(81) （交差点で事故が起こるのを 1 回見た後で） 
 ??この交差点は事故が起こりやすい。 
(82) （杉の枝がよく燃えるのを 1 回見た後で） 
  杉の枝は燃えやすい。 
進展傾向と頻度傾向は上述のような質的な違いを有するものの、実際には区別しにく
い場合が多い。例えば Inoue, Kazuko (1978)がⅣ型の例として挙げている(83)の文は
(84)、(85)に示されるように進展傾向としても頻度傾向としても解釈可能である。 
(83) a. エリートは挫折感を味わいやすい。 
  b. 我々は気分に左右されやすい。 
(Inoue, Kazuko 1978:130-131) 
(84) a. エリートは[すぐに/容易に]挫折感を味わう。 
  b. 我々は[すぐに/容易に]気分に左右される。 
(85) a. エリートは挫折感を味わうことが多い。 




                                                   




(86) a. ?杉の枝は燃えることが多い。 
 b. ?このチョコレートは溶けることが多い。 
(87) a. ?この交差点では[すぐに/容易に]事故が起こる。 
 b. ?A 国は[すぐに/容易に]地震、風水害、火山噴火などの各種災害に見舞 
    われる。 





(88)  冷凍肉はとけにくい。 
a. 冷凍肉は簡単にはとけない。 
b. 冷凍肉はとけない傾向にある。 























井上次夫 (1997) 容易性 
傾向 
状態傾向 頻度傾向 
加藤 (2001) 難易 
傾向 
性質 頻度 
















ある。Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)は、進展傾向を中心的に表すⅢ型を、




















(89)  この水は飲みやすい。 
                                                   
13 三木 (1998)、鈴木 (2013)も本論文で言う「難易」から「進展傾向」までを含めて「難
易」と呼んでおり、Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)と同じ見方をしている。 
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(91) a. 彼の話は理解しやすい。 
  b. 私[に（は）/にとって（は）]この本が理解しやすい。 
(92) a. 彼の話は理解し[にくい/づらい]。 
  b. 私[に（は）/にとって（は）]この本が理解し[にくい/づらい]。 
日本語ではこの属性があてはまる領域（対象）を「に/にとって」で明示することがで




(93) a. 他 说 的 话 很  [容易/好]  理解。 
    彼  話す の  話  とても RONGYI/HAO 理解する 
    「彼の話は理解しやすい。」 
  b. 对 我 来说   这 本 书 很  [容易/好]  理解。 
    ～に 私  ～から言うと これ CL 本  とても RONGYI/HAO 理解する 
    「私にとってはこの本が理解しやすい。」 
(94) a. 他 说 的 话 很  难  理解。 
    彼  話す の  話  とても NAN  理解する 
    「彼の話は理解しにくい。」 
  b. 对 我 来说   这 本 书 很  难  理解。 
    ～に 私  ～から言うと これ CL 本  とても NAN  理解する 











(95) a. 教室にいる人が少ないので、（私は）勉強しやすい。 
  b. 彼はとてもゆっくり話してくれたので、（私は）わかりやすかった。 
(96) a. 教室にいる人が少ないので、（私は）勉強しやすく感じている。 






(97) a. 教室にいる人が多いので、（私は）勉強し[にくい/づらい]。 
  b. 彼はとても速くしゃべるので、（私は）わかり[にくかった/づらかった]。 
(98) a. *教室里 人 很  少， 我 很  [容易/好]  学习。 
     教室の中 人  とても 少ない 私  とても RONGYI/HAO 勉強する 
     「教室にいる人が少ないので、（私は）勉強しやすい。」 
   b. *他  说 得很慢，   我 很  [容易/好]  懂。 
     彼  話す とてもゆっくりと 私  とても RONGYI/HAO わかる 
     「彼はとてもゆっくりと話してくれたので、（私は）わかりやすかった。」 
(99) a. *教室里  人 很  多， 我 很  难  学习。 
     教室の中  人  とても 多い  私  とても NAN  勉強する 
     「教室にいる人が多いので、（私は）勉強しにくい。」 
   b. *他  说 得很快， 我 很  难  懂。 
     彼  話す とても速く  私  とても NAN  わかる 












(100)  杉の枝は燃えやすい。 






(102) a. この建築材は燃えやすい。 






(103) a. この建築材は燃え[にくい/??づらい]。 
  b. 冬は服が乾き[にくい/(?)づらい]。 
(104) a. 这 种 建材 很  [容易/??好] 燃烧。 
    これ CL 建築材 とても RONGYI/HAO 燃える 
    「この建築材は燃えやすい。」 
  b.  夏天 衣服 很  [容易/(?)好] 干。 
    夏   服   とても RONGYI/HAO  乾く 
    「夏は服が乾きやすい。」 
(105) a.??这  种 建材 很  难  燃烧。 
    これ CL 建築材 とても NAN  燃える 
    「この建築材は燃えにくい。」 
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  b.(?)冬天 衣服 很  难  干。 
    冬   服   とても NAN  乾く 















(106) a. この交差点は事故が起こりやすい。 









(107) a. ?この交差点では事故が起こりにくい。 
  b. ?太郎は遅刻しにくい。 






という問題については 3.4 節で取り上げて詳しく議論する。 
(108) a. この交差点は事故が起こり[(?)にくい/??づらい]。 
  b. ここの宝くじは当たり[(?)にくい/(?)づらい]。 
以下の(109)、(110)は中国語の難易形式の例である。 
(109) a. 这 个 十字路口 很  [容易/??好] 发生 事故。 
    これ CL 交差点   とても RONGYI/HAO 起こる 事故 
    「この交差点は事故が起こりやすい。」 
  b. 这里 的 彩票 很  [容易/(?)好] 中。 
    ここ  の  宝くじ とても RONGYI/HAO  当たる 
    「ここの宝くじは当たりやすい。」 
(110) a.??这 个 十字路口 很  难 发生 事故。 
    これ CL 交差点   とても NAN 起こる 事故 
       「この交差点は事故が起こりにくい。」 
     b.(?)这里 的 彩票 很  难 中。 
     ここ  の  宝くじ とても NAN 当たる 











 最後に傾向文について 1 点補足しておく。ここまで、傾向を表す文の例には無意志
動詞が現れる例のみを挙げてきた。実際、傾向文の典型は無意志的な事態を表す場合
であるし、Inoue, Kazuko (1978)、井上和子 (2005)は傾向を表す文（井上の分類のⅢ
型とⅣ型）が共起するのは自己制御不可能な動詞だけであるとしている。しかし、嶋









(111)  学生は結婚式がこぢんまりしたレストランで挙げやすい。 






(113) a. 子供を誘拐された親は、最悪の事態を想像しやすい。 
  b. 若い親は子供をほったらかしにしやすい。  
（嶋村 1980:112） 
(114) a. 青年人 容易  接受  新  事物。 
    若者   RONGYI 受け入れる 新しい 事物 
    「若者は新しいものを受け入れやすい。」    （吕叔湘 1999:467） 
  b. 说话 不 注意， 容易  伤   人。 
    話   NEG 注意する RONGYI 傷つける 人 













【表 5 日本語と中国語の難易形式の意味分布】 









「やすい」 ○ ○ ○ ○ 
「にくい」 ○ ○ ○ ○ 
「づらい」 ○ ○ △ △ 
“容易” × ○ ○ ○ 
“好” × ○ △ △ 















































































































 まず 1 つ目は「程度副詞との共起可否」である。(115)と(116)の対比に示されるよう
に、難易表現は程度副詞と共起できるが、可能表現は共起できない。 
(115)  この水は（??とても/??非常に/??最も/??やや）飲める。 












(117) a. ?この部屋は住める。 








(118) a. 家賃が安いのでこの部屋は学生でも住める。 









(119) a. この部屋は住みやすい。 




















(120)  簡単に使えました。 






(122) a. 簡単に飛べました。 
  b. 簡単に漉けました。 
(123) a.??飛びやすかったです。 






















(124) a. ハンググライダーはパラグライダーよりも飛びやすかったです。 







では、この二値的把握かスケール把握かでは捉えられない事実をさらに 4 つ指摘する。 
 1 つ目は「人称制限」の問題である。3.2 節で指摘したように、(126)の難易表現（の
感覚難易）には人称制限が生じる（Inoue, Kazuko 1978、嶋村 1980、渡邊 2007）。
一方、(125)の可能表現は人称に関して制限はない。難易表現にだけ人称制限が生じる
という事実は、実現性表現を理解する上でどのように考えればよいだろうか。 
(125)  [私/あなた/彼]はこの機械が使える。 








(127) a. このシャッターは下の取手を持つと、[開けられる/開けやすい]。 
  b. うちの洗濯機を使えば、頑固な泥汚れも[落とせる/落としやすい]。 
(128) a. このシャッターはリモコンを使うと、[開けられる/??開けやすい]。 








にできない（Inoue, Kazuko 1978、佐藤 1989、渡邊 2007）。なぜ難易表現では、動
作主を＜難易＞の帰属先として叙述対象とすることができないのだろうか。 
(129) a. この水は飲める。          （対象） 
   b. このペンはよく書ける。       （道具） 
   c. この公園はバーベキューができる。  （場所） 
   d. 週末は買い物に行ける。       （時間） 
(130) a. この水は飲みやすい。        （対象） 
   b. このペンは書きやすい。       （道具） 
   c. この公園はバーベキューがしやすい。 （場所） 
     d. 週末は買い物に行きやすい。     （時間） 
(131)  私は泳げる。             （動作主） 
(132) ??私は泳ぎやすい。           （動作主） 
 最後の 4 つ目は、「副詞句との共起制限」である。程度副詞が可能表現とは共起しな
いということを先に確認したが、(133)と(134)の対比に見られるように、逆に可能表現
では問題なく共起できる副詞句が難易表現では共起できないという現象が見られる。 
(133)  この食品は（さっと/スプーンで/3 分で/東京で）食べられる。 



















































(135)  彼は立派な医者になれるだろう。 
(136)  君も泣けるときに泣いておいたほうがいい。 
また、何が「働きかけ」にあたるかは、何を「事態実現」と見るかによって変わる。
例えば、(137)と(138)の例を見てみよう。 
(137)  彼の似顔絵を描いてみたが、描けなかった。 










































(140)  この水はカルキのにおいが強くて飲みにくい。 







































































(142) ??この 2 つの文字は判別できないが、なんとか判別した。 






















(144)  [私/あなた/彼]はこの機械が使える。 
(145)  [私/??あなた/??彼]はこの機械（の方）が使いやすい。 
この難易表現に見られる人称制限は(146)のような感情・感覚形容詞を述語とする文に
典型的に見られる特徴である（西尾 1972、寺村 1982）。3.2 節でも述べたように、難
易表現（の感覚難易）は、感情・感覚形容詞と近い性質を持つ。 
(146)  [私/??あなた/??彼]は[痛い/寒い]。 




(147)  彼は[痛がっている/寒がっている]。 
  cf. 彼は[??大きがっている/??優しがっている] 
(148) a. 太郎は泳ぎにくがっている。       （Inoue, Kazuko 1978:126） 









(149) a. このシャッターは下の取手を持つと、[開けられる/開けやすい]。 
  b. うちの洗濯機を使えば、頑固な泥汚れも[落とせる/落としやすい]。 
(150) a. このシャッターはリモコンを使うと、[開けられる/??開けやすい]。 

























限」の問題について考える。Inoue, Kazuko (1978)、佐藤 (1989)は、(151)が不自然
なのに対して(152)のような文は成立することなどから、「自動詞から難易語を派生す
る場合、主語の他に少なくとも 1 つ（外部項になる）NP がなければならない」とい
う統語的規則によって(151)の不自然さを説明している。 
(151) ??私は泳ぎやすい。 





(153) a. 私はちょうど今ぐらいの水温だと泳ぎやすい。 






















































(155)  この食品は（さっと/スプーンで/3 分で/東京で）食べられる。 






(157) a. この名刺ケースは（素早く）取り出しやすい。 （様態） 
   b. このペットボトルは（片手で）飲みやすい。  （手段） 
   c. このジーンズは（短時間で）乾かしやすい。  （期限） 
     d. このタブレット端末は（外で）使いやすい。  （場所） 
(158)に示されるように、結果副詞も比較的容認されやすい。 
(158) a. この洋服は（きれいに）たたみやすい。    （結果） 
  b. このカボチャは（薄く）切りやすい。     （結果） 













(159) a. この洋服は（?素早く）たたみやすい。    （様態） 
  b. このカボチャは（?片手で）切りやすい。   （手段） 
  c. この時計は（?5 分で）分解しやすい。    （期限） 
  d. その食品は（?ベッドの上で）食べやすい。  （場所） 
(160) a. この万年筆は（??20 年）使いやすい。    （期間） 
  b. この割り箸は（??2 回）使いやすい。     （回数） 
因みに、(161)～(163)が示すように可能表現はいずれの副詞句とも自然に共起し、副詞
句間に容認度の差は見られない。 
(161) a. この洋服は（素早く）たためる。       （様態） 
  b. このカボチャは（片手で）切れる。      （手段） 
  c. この時計は（5 分で）分解できる。      （期限） 
  d. その食品は（ベッドの上で）食べられる。  （場所） 
(162) a. この万年筆は（20 年）使える。       （期間） 
  b. この割り箸は（2 回）使える。        （回数） 
(163) a. この洋服は（きれいに）たためる。      （結果） 
  b. このカボチャは（薄く）切れる。       （結果） 
 難易表現と副詞句との共起関係について、ここで説明すべき対立は以下の 2 つであ
る。1 つは、同じ「様態」、「手段」、「期限」、「場所」を表す副詞句でも、容認度に差
があるという対立である（(156)、(159) vs. (157)の対立）。もう 1 つは、「様態」、「手
段」、「期限」、「場所」、「結果」を表す副詞句とは比較的共起しやすい（場合がある）
のに対して、「期間」、「回数」を表す副詞とは共起しにくいという対立である（(157)、
(158) vs. (160)の対立）。 















































によって 1 つのまとまった行為とみなしやすくなったためである。 
(164) a. この洋服ならきっと素早くたたみやすいよ。     （様態） 
  b. こっちの小さめのカボチャなら片手で切りやすい。  （手段） 
  c. このタイプの時計が一番 5 分で分解しやすい。    （期限） 







      (?)神戸よりも大阪からの方が 4 年間通いやすい。     （期間） 
     b.（単位を取得するためには最低 10 回出席しないといけない状況で、授業
       を選ぶという場面で） 
      (?)この授業は午後からの開始なので 10 回出席しやすい。 （回数） 
 


















＞の違いを論じたが、この 3.4 節は、＜可能＞と＜難易＞に関わるもう 1 つの過程、
すなわち、原型的意味から他の意味への拡張という意味変化・意味拡張の過程から＜
可能＞と＜難易＞の違いを明らかにすることを目指す。以下に、本論文で用いる＜可
能＞と＜難易＞の分類を示した【表 3】と【表 5】を再掲する。 
 
【表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 









「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 








  × × 
  × × 
  ○ △ 
  × ○ 




【表 5 日本語と中国語の難易形式の意味分布】 
 難易 傾向 
感覚難易 属性難易 進展傾向 頻度傾向 
「やすい」 ○ ○ ○ ○ 
「にくい」 ○ ○ ○ ○ 
「づらい」 ○ ○ △ △ 
“容易” × ○ ○ ○ 
“好” × ○ △ △ 
















































いて Sweetser (1990)が挙げている can の例で説明する。英語の可能形式 can も(167)
のような根源的モダリティと(168)のような認識的モダリティを表しうる。 
(167)  I can lift fifty pounds. 
   [潜在的能力が私に 50 ポンド持ち上げることを可能にする。] 
(168)  You can’t have lifted fifty pounds. 
   [前提の集合が私に、あなたが 50 ポンド持ち上げたと結論づけることを 
























(169) a. 他 会 说 英语。 （根源的モダリティ） 
    彼  HUI 話す 英語 
    「彼は英語を話せる。」 
   b. 他 会 在 家。  （認識的モダリティ） 
     彼  HUI いる 家 
     「彼は家にいるだろう。」 
 
 
                                                   
17 メタファーは我々人間にとってより基本的な概念を起点領域とし、それによって抽象的
な理解しにくい概念（目標領域）を理解しようとする人間の認知の営みであるとされる














(170) a. この本は読みやすい。       （難易） 
































さらにもう 1 つ事実の指摘をしておく。それは、3.2.2.2 節でも述べたが、(171)が示
すような、意味拡張における容易さを表す形式と困難さを表す形式の非対称性が存在
するという事実である。 
(171) a. この交差点は事故が起こりやすい。（≒事故が起こることが多い） 
  b.(?)この交差点は事故が起こりにくい。（≒?事故が起こることが少ない） 
先行研究では「やすい」に比べ、「にくい（づらい）」は頻度傾向を表さない（表しに































れることが多いが、Kövecses & Radden (1998)や Taylor (2003)などは、事態のフレー
ムにおける隣接性までを含めている。このことを説明する上で、Taylor (2003)がメト
ニミー的拡張の中でも「含意の視点投射」（perspectivization of implicature）と呼ぶ
現象を紹介する。英語の leave は、leave the room（部屋を出ていく）などの文で表
される、「空間的に囲まれたところの内側から移動する」という意味と、 leave 










(172)  この卵は割りやすい。              （難易） 
(173)  この卵は（ひびが入っているので）割れやすい。 （進展傾向） 





















































(175) a. この建築材は燃えにくい。 （＝[容易には/なかなか]燃えない） 
















































































わる 2 つの事実を統一的に捉えられる視点を得たことになる。 
 この章では＜可能＞と＜難易＞の異同を明らかにすることを目的としていたため、
3.1 節および 3.2 節の考察の中で示した各形式間の差異、および日本語と中国語の差異
については保留していた事実も多い。これについてはこの第 3 章で明らかになったこ






































【表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 









「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 








  × × 
  × × 
  ○ △ 
  × ○ 














(1) a. 君のおかげで試験に受かることができた。 
 b. *君のおかげで試験に受かれた。 















ている（渋谷 1993, 1995）。 
(3) （「話がわかる」の意で） 
 a. あの課長は話せるよ。 
  b. *あの課長は話すことができるよ。 
(4) （「使いやすい」の意で） 
  a. うん、この万年筆は使えるよ。 
















(5)  三原は手帳を出した。一度聞いただけでは、よくのみこめなかった。 





(7)  ことに、佐山の場合は、うっかり遺書を書くこともできなかったであろう。 
(8)  この二つが重なりあって、13 番ホームに立って 15 番ホームを見通して眺 







(9)  薄着のおしゃれが存分に楽しめる 
(10)  準備はわずか 3 分。カンタンに、あこがれのソバージュがつくれます。 
(11)  カードが使えない。 
(12)  自分の時間を持てる人 











(14) a. アメリカに長くいて、日本語を話す機会が少ないので、日本語が話せ 
    なくなった。 
     b.??アメリカに長くいて、日本語を話す機会が少ないので、日本語を話すこ
       とができなくなった。 
(15) a.??ロッカーの中には、動物の死骸を入れられない。 
  b. ロッカーの中には、動物の死骸を入れることができない。 
（久野 1983:150-151） 
 



















                                                   






(16) a. あいつは話せる。   （＝話がわかる） 
  b. この魚は食える。   （＝おいしい） 
(17) a. あいつはしゃべれる。 （≠話がわかる） 















(18) a. 温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ
    うやく咲くことができる。 
  b. …自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝くことが
    できるという訳です。 
（呂雷寧 2008:280, 283） 
(19) a. *温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ 
    うやく咲ける。 
  b. *…自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝けるとい





































(20)  太郎は 100 メートル 10 秒で走ることができる。   （人間動作主段階） 
(21)  虎は 100 メートル 6 秒で走ることができる。   （有情物動作主段階） 
(22)  人は一生に一度、いい友にめぐりあうことができる。  （経験者段階） 
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(23) a. この車は 400 メートル 12 秒で走ることができる。 
  b. この花は 2 回花を咲かせることができる。     （自発的発生段階） 
（渋谷 1993:8） 
ただし、森山 (1988)、渋谷 (1993, 1995)においても(24)、(25)のような無意志動詞を
用いた自発的発生段階では「ことができる」を用いた可能表現は成立しないとしてい
る。 
(24)  *雨は降ることができる。                （渋谷 1993:8） 
(25)  *この花は咲くことができる。            （森山 1988:215） 






   て降ることができる。 
(27)  温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよう 
   やく咲くことができる。 
（呂雷寧 2011:207） 








(28) a. この車は 400 メートル 12 秒で走れる。 
                                                   
22 奥田靖雄 (1986:188)も以下の(i)、(ii)のような例を挙げ、可能表現に無情物主語が立つ
ことを指摘しているが、これも(28)と同種の例である。 
  (i) 計算機自身も、まるで水をえた魚のように、自己の計算速度にふさわしいはやさ
    で、どしどしデータとりいれることができるだろう。 
  (ii) 質量のじゅうぶんおおきな物質は、位置とはやさのいずれも同時に確定した値を
    もつ物理的な状態にちかづくことができる 
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(29)  *雪は、上空の気温の低さや水分の存在など様々な気象条件がそろってはじ 
   めて降れる。 
(30)  *温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよう 































(1997)がある。青木ひろみ (1997)は、森山 (1988)、渋谷 (1993, 1995)における「経
験者段階」にあたる文における可能表現の成立条件について細かく分析している。森




(31)  *太郎は父親に似ることができない。 







(34)  太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面 
   的な努力だけでは、忍耐強い性格までは決して似ることができないとい 
   うことを学んだ。              （青木ひろみ 1997:104） 
(35) a. 太郎は生まれた時は未熟児だったが、両親のおかげで健康に育つことが
    できた。 
  b. 太郎は川で溺れてしばらくは意識不明だったが、応急手当がよかったた














    きない。 
  b. *景気は不安定ではっきりしたことは誰にも分からないが、円だけは当分
    上がることができるかもしれない。 
(37)  *毎年大勢の観光客が来るので、ピサの斜塔もそう簡単には倒れることが 




い点では、森山 (1988)、渋谷 (1993, 1995)と同じである。 




(38) a. 温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ
    うやく咲くことができる。 
  b. …自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝くことが
    できるという訳です。 








(39)  本来コレステロールは油の一種であり、それだけでは水を主成分とする 
   血液中に溶けることはできないので、血液中ではリポ・タンパクという 







(40)  *前日は雨で試合が中止だったが、この日は無事晴れることができた。 
(41)  *包丁はずっと使わなければ錆びることができる。 
（呂雷寧 2011:209） 























(42)  太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面 
   的な努力だけでは、忍耐強い性格までは決して似ることができないとい 




    できた。 
  b. 太郎は川で溺れてしばらくは意識不明だったが、応急手当がよかったた



















   る。 
(45)  このろうそくは一旦火をつけると 8 時間は燃えることができる。 
 問題提起の 2 つ目は事態の参与者のあり方に関わる要因と話し手の述べ方に関わる

















    量刑が軽くなった。 

























う力関係」の 2 つが重要になるということを示していく。 






(48)  *太郎は父親に似ることができない。 
(49)  太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面 
   的な努力だけでは、忍耐強い性格までは決して似ることができないとい 














(50)  雪が降る。/太陽が燃える。 







(52)  雪が（??難なく/??楽に）降った。/太陽が（??難なく/??楽に）燃えた。 
一方、(51)は基本的には外部動作主が存在する事態であり、外部動作主を想定し得る
ため、「難なく/楽に」と共起する（(53)）。 






   めて降ることができる。 
(55)  太陽はなぜ、真空の宇宙で燃えることができるのですか？（yahoo 知恵 
   袋 http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1012914590） 
(56)  固体状の衛星にあった、水素、ヘリウムは、ガスであれば吹き飛ばされ 
   る。固体状の衛星にあった、原子番号、６、７、８、炭素、窒素、酸素 
   は重めであったので吹き飛ばされずに残ることが出来た。 
（BCCWJ、Yahoo!ブログ、OY09_00780） 
(57)  このような構造の軸索では電流は絞輪部から絞輪部へととびとびに流れ 
   る。このため脊椎動物の軸索を活動電位は極めて速く伝わることができ 





    る。 
ただし主語の主体性は、述語動詞や主語名詞の語彙的性質だけでなく、文脈によって
変わりうるものであると考える。述語動詞の語彙的性質から見た場合には外部動作主
                                                   
24 「難なく」は without effort に対応する語として影山 (1996)で語彙概念上、動作主がい
るか否かのテストとして提出されているものである。ただし、「難なく」は「容易に～しや
すい（likely）」、「すぐに（quickly）」の意味としても解釈可能であり、その解釈では判定






(59) a. ?このドアは普通のドアより開閉角度が広く、最大 270 度まであくことが
    できる。 
  b. ?このろうそくは一旦火をつけると 15 分燃えることができる。 
(60) （…）粒子モデルで説明することの必要性を子どもに実感させることを目 
  的とした。子どもの主な発言を記述してみよう。そこに子どもの思考の変 
  容過程を見ることができる。「デンプンは砂糖と違って水へ入れるとモヤモ
  ヤした流れ（シュリーレン現象）が見えない」、「きっと、砂糖のモヤモヤ 
  は砂糖が液体になったモヤモヤなんだ。砂糖は液体に変化することで水に 















ができる」が文章語的であるというスタイルの問題（神田 1961、市川 1991、渋谷 1995）
だけではなく、この拡張用法が主語の高い主体性を求めることから生じるものである
と考えられる。 










1 章 1.2 節参照）。 
(61) a. このドアは一流職人によって作られており、滑らかにあく。 
  b. このろうそくは燃えやすく作ってあり、非常に簡単に燃える。 
無標識可能表現の成立に関わる動詞の制約として、「語彙的使役交替をする非対格動詞























(62)  *このろうそくは燃えやすく作られており、非常に簡単に燃えることがで 
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   きる。 
(63)  ?このろうそくは一旦火をつけると 15 分燃えることができる。 











(65) a. 温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ
    うやく咲くことができる。 
  b. …自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝くことが
    できるという訳です。 
（呂雷寧 2008:280, 283） 
(66)  本来コレステロールは油の一種であり、それだけでは水を主成分とする 
   血液中に溶けることはできないので、血液中ではリポ・タンパクという 






   かつ細胞表層の微細繊維を使って滑走運動により移動できるようにな  
   り、地球上のありとあらゆるところで繁茂するようになった。 
（BCCWJ、『ミトコンドリアはどこからきたか』、LBo4_00037） 
(68)  沈むために作られている潜水艦は、メイン・バラスト・タンクに空気を 












    じめて降ることができる。 
 b. 心臓の強力なポンプがあるからこそ、血液は全身をくまなく流れること
  ができる。 
(70) a.??雪は、11 月から 12 月頃に徐々に気温が低くなってくると、降ることが










(71)  太陽はなぜ、真空の宇宙で燃えることができるのですか？ 
(72)、(73)でも「情報や行為が双方向で流れる」、「ピークの状態が続く」という事態が
容易には成立しないことが文脈から読み取れる。 
(72)  人脈での手入れとは何かと考えてみましょう。それは、人脈という血管 
   の中を、いつでも、自由自在に必要な情報や行為が、双方向で流れるこ 
   とができるような状態を保っておくことです。―それは大変なことみた 
   いですね。ひと仕事になりますよ。 
（BCCWJ、『｢人脈｣創る・育てる・活かす』、PB33_00573） 
(73)  私はいま日本の技術が低いということを言っているんじゃないんです。 
   高いということについては私も誇りを持っております。しかし、こうい 
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   うピークの状態がいついつまでも続くことができれば幸いです。しかし、
   産業的にはどんどんキャッチアップをされてくる、こういう問題もある 












   る。 















との平行性を捉える上でも有効である。その現象を 2 つ指摘する。 
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(76)  *太郎は父親に似ることができない。 
(77)  太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面 
   的な努力だけでは、忍耐強い性格までは決して似ることができないとい 
   うことを学んだ。 
（青木ひろみ 1997:104） 
 2 つ目の現象は、否定文を補文にとる「ことができる」に関わる現象である。渋谷 
(1993, 1995)は(78)や(79)などの例を挙げ、「ことができる」は否定文も補文にとれる
ことを指摘している。 
(78)  被告人に異議のないときは、前項の猶予を置かないことができる。 



















    合格を認めないことができる。 
  b. この国家資格試験の点数は原則公開だが、主催機関が申請を行えば公開









































(82)  太郎は父親のようになりたいと思い、まず外見から真似てみたが、表面 
   的な努力だけでは、忍耐強い性格までは決して似ることができないとい 
   うことを学んだ。              （青木ひろみ 1997:104） 
【話し手にとっての望ましい事態】 
(83) a. 温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ
    うやく咲くことができる。 
  b. …自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝くことが
    できるという訳です。 
（呂雷寧 2008:280, 283） 
【望ましさが判断できない事態】 
(84)  本来コレステロールは油の一種であり、それだけでは水を主成分とする 
   血液中に溶けることはできないので、血液中ではリポ・タンパクという 
   特殊なタンパク質と結合して存在します。    （呂雷寧 2011:208） 
【望ましくない事態】 














   （行為主体：望ましい、話し手：望ましくない） 
(87) ??彼らは私に負けることができた（のでうれしい）。 







(88)  彼らはやっと私に勝つことができたので私もうれしい。 










   （行為主体：望ましい、話し手：望ましくない）  
(90) ??この薬を飲んで彼は死ぬことができた（のでうれしい）。 
   （行為主体：望ましくない、話し手：望ましい） 
(91)  この薬を飲んで彼はやっと死ぬことができた（ので、私もうれしい）。 












(92) a. この悪性の細胞は非常に早いスピードで増えることができる。 
 b. なぜ人体に有害な紫外線は 1 億 5 千万 km も離れた太陽から地球に到 
     達することができるのですか。 
(93) a.??ダムの水は猛暑や極端な少雨などの悪条件が重なってはじめて干上が 
    ることができる。 
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   な努力だけでは、忍耐強い性格までは決して似れないということを学ん 
   だ。 
(97) a. *温帯性の植物である桜は亜熱帯地域では気温が 20 度を少し下回ってよ 
    うやく咲ける。 
  b. *…自然が豊かで空気が澄み切っているからこそ、星が美しく輝けるとい
    う訳です。 
一方で、主体が無情物であっても意志動詞が用いられていれば、(98)のように成立す
る。 
(98) a. この車は 400 メートル 12 秒で走れる。 












(99) a. なぜニューロンは興奮し、それを素速く伝えることができるのか。 
（BCCWJ、『脳天観光』、LBk4_00057） 
  b. 氷を加熱していくと、水の分子の振動は徐々に激しくなり、温度が上昇
    します。さらに加熱を続けていくと、分子の規則正しい配列がくずれ、























































(101)  太郎はいやいや[泳いだ/ご飯をたべた]。 
また、(102)のような行為主体が事態の実現を意図していないことを表す文も、(103)
に示されるように可能表現に転換することはできない。 
(102) a. 太郎は部屋で独り言を言う。 
  b. この調子だと店に入るにはあと 30 分くらい待つ。 
(103) a.??太郎は部屋で独り言を[言える/言うことができる]。 



















































【表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 









「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 








  × × 
  × × 
  ○ △ 
  × ○ 






記述的には多くのことが明らかになっている（藤堂 1979、大河内 1980、吕叔湘 1980, 
1999、Tsang, Chuilim 1981、朱德熙 1982、刘月华等 1983, 2001、荒川 1986、相
原ほか 1987、傅雨贤・周小兵 1991、相原 1991, 1997、许和平 1993、黄麗華 1995、
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讃井 1996、宮本 1997、渡边 1999, 2000、郑天刚 2002、Li, Renzhi 2004、鲁晓琨 2004、







































“ 能 ” ： NP が VP を実現する条件を備えている。（我们说“能”的语义是表示“NP
具有实现 VP 的条件”。） 
（鲁晓琨 2004:39） 
“ 会 1” ： 動作主の技能（技量）を表す。（“会 1”表示施事的本领。） 
（鲁晓琨 2004:136） 
“ 会 2” ： ある状況が出現、あるいは存在する必然性を主観的に推測することを表
す。（“会 2”表示主观推测某种情况出现或存在的必然性。） 
（鲁晓琨 2004:136） 
“可以 1”： VP の実現が NP の条件の許容範囲に入ることを表す。（“可以 1”表示












う記述とさほど変わらないが、“能”を「NP が VP を実現する条件を備えている」、“可
以”を「VP の実現が NP の条件の許容範囲に入る」という「条件」のあり方の関係で
記述している点は注目される。これによって、“能”と“可以”がともに能力可能ある












(104) a. 你  能  画 广告 吗？ 
    あなた NENG 描く 広告  SFP（疑問） 
    「あなたは広告を描けますか。」 
   ― 我 [能/可以] 画。 
     私  NENG/KEYI 描く 
     「描けます。」 
      ― *我 能  画，但  画不好。 
   私  NENG 描く しかし 描く-NEG-良い 
   「描けますけど、あまりうまくありません。」 
      ― 我 可以 画， 但  画不好。 
        私  KEYI 描く  しかし 描く-NEG-良い 
        「描けますけど、あまりうまくありません。」 
     b. 你  下星期 能  来 上班  吗？ 
       あなた 来週   NENG 来る 出勤する SFP（疑問） 
       「あなたは来週出勤できますか。」 
― *我  能  去， 但是 我 每天 下午 还 得   去 医院。 
   私  NENG 行く  しかし 私  毎日  午後  まだ 必要がある 行く 病院 
   「行けますが、午後は毎日病院に行かなければなりません。」 
― 我  可以 去，但是 我 每天 下午 还 得   去 医院。 
   私  KEYI 行く しかし 私  毎日  午後  まだ 必要がある 行く 病院 













“ 能 ” ： 状況が一定のレベルにまで達する。「達成」 
“ 会 ” ： ことがらがごく自然に成立する。「自発」 
“可以”： ことがらが許容範囲内におさまる。「許容」 
 








(105) a. 小李 能  刻 钢板， 一小时 能  刻 一千多 字。 
    李くん NENG 切る ガリ版  一時間  NENG 切る 1000 余り 字 
    「李くんはガリ版を切れる。一時間に 1000 字あまり切れる。」 
  b. 新干线 一个小时 能  行 210 公里。 
    新幹線  一時間   NENG 進む 210 キロ 
    「新幹線は 1 時間で 210 キロ走れる。」 
（黄麗華 1995:80） 
(106)  张三 很  能  买 东西， 见 什么 买 什么。 
   張三  とても NENG 買う もの   見る 何   買う 何 







(107)  天  这么 晚 了， 张三 也许   不 能  来 了。 
    時間 こんなに 遅い PERF 張三  かもしれない NEG NENG 来る SFP（変化） 
   「こんなに遅くなって、張三はもう来られないかもしれない。」 
(108)  这 孩子 将来 一定 能  像 他 的 父亲 那样  出色。 
    これ 子ども 将来  きっと NENG 似る 彼  の  父親  そのよう 立派だ 





(109)  *不  注意  身体 能  感冒  的。 
    NEG  注意する 体   NENG 風邪をひく SFP（肯定）27 
   「体に気をつけないと風邪を引くぞ。」 
(110)  *这 孩子 的 父亲 很  坏， 这 孩子 将来 一定 能  像  
   これ 子ども の  父親  とても 悪い  これ 子ども 将来  きっと NENG 似る  
   他 的 父亲。 
    彼  の  父親 
   「この子の父親は非常に悪い人だ。この子もきっと将来その悪い父親に 
       なるだろう。」 
(黄麗華 1995:80-81) 




















(111) a. *这  间 屋子 能  住 四 个 人， 也 能  住 两 个 人。 
    これ CL 部屋  NENG 住む 四  CL 人   も  NENG 住む 二  CL 人 
    「この部屋は 4 人住めるが、2 人でも住める。」 
   b. 这 间 屋子 可以 住 四 个 人， 也 可以 住 两 个 人。 
     これ CL 部屋  KEYI 住む 四  CL 人   も  KEYI 住む 二  CL 人 





(112)  张三 很  [能/??可以] 写 小说。 
   張三  とても NENG/KEYI  書く 小説 











(113)  我 最近 很  忙， 不 [能/*会] 打毛衣。 
   私  最近  とても 忙しい NEG NENG/HUI セーターを編む 
   「私は最近忙しいので、セーターが編めない。」 
(114)  张三 一小时 [能/??会]  打 一千多 字。 
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   張三  一時間  NENG/HUI  打つ 千字余り 字 





(115)  张三 是 四川人， [??能/会] 说 四川话。 
       張三  COP 四川人   NENG/HUI 話す 四川語 
   「張三は四川人だから四川語が話せる。」 
(116)  老鼠 生来 [??能/会] 打洞。 
  ねずみ 生来  NENG/HUI 穴を掘る 
  「ねずみは生まれながらにして穴を掘ることができる。」 
(117)  张三 特别 会 买 东西。 
  張三  特に  HUI 買う もの 
   「張三は買い物上手だ。」 
(118)  张三 特别 会 走路。 
      張三  特に  HUI 歩く 








(119)  不  注意  身体 会 感冒  的。 
    NEG  注意する 体   HUI 風邪をひく SFP（肯定） 
   「体に気をつけないと風邪を引くぞ。」 
(120)  这 孩子 的 父亲 很  坏， 这 孩子 将来 一定 会  像  
   これ 子ども の  父親  とても 悪い  これ 子ども 将来  きっと HUI  似る 
   他 的 父亲。 
    彼  の  父親 
134 
 
   「この子の父親は非常に悪い人だ。この子もきっと将来その悪い父親に 











を記述している。これは Talmy (1988)で提唱されている「力動性」（force dynamics）
の理論を援用したものである。力動性とは、力学現象を基にしたスキーマ的概念の 1
つで、力の行使、行使された力への抵抗、抵抗の克服、力の行使に対する障害、障害










“ 能 ” ： 力と障害の両方の意味を兼ね備えており、主体が障害を克服する能力を表す。
（“能”兼有力量与障碍两种语义，表示主体克服障碍的能力。） 
（侯瑞芬 2009:274） 





















 以上、“能”、“会”、“可以”それぞれの中核的意味を規定した上で 3 つの形式の異同





























































侯瑞芬 (2009)は 3 つの形式を全て事態における力関係で捉えようとしていたが、“会”























【表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 









「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 








  × × 
  × × 
  ○ △ 
  × ○ 






















(121)  他 [能/会/可以] 游泳。 
   彼  NENG/HUI/KEYI 泳ぐ 
   「彼は泳げる。」 
(122)  他 [能/会/可以] 说 3  种 外语。 
   彼  NENG/HUI/KEYI 話す 3  CL 外国語 
   「彼は 3 つの外国語を話すことができる。」 





(123) a. *他  一口气 会 背出   我们 的 历史 大系。 
    彼  一気に  HUI 暗誦する-出る 私達  の  歴史  大系 
    「彼は我々の歴史大系を一気に暗唱することができる。」 
  b. 他 一口气 [能/可以] 背出   我们 的 历史 大系。 
    彼  一気に  NENG/KEYI 暗誦する-出る 私達  の  歴史  大系 










(124) a. *他  嗓子 哑  了， 不 会  唱 歌 了。 
    彼  喉   かれる PERF NEG HUI  歌う 歌  SFP（変化） 
    「彼は喉がかれて、歌えなくなった。」 
  b. 他 嗓子 哑  了， 不  能  唱 歌 了。 
    彼  喉   かれる PERF NEG  NENG 歌う 歌  SFP（変化） 






(125) a. *他  会 把 衬衫  洗干净。 
     彼  HUI ～を ワイシャツ 洗う-きれい 
     「彼はワイシャツをきれいに洗える。」 
   b. 他 能  把 衬衫  洗干净。 
     彼  NENG ～を ワイシャツ 洗う-きれい 





“能”と“可以”では自然に成立する（黄麗華 1995、相原 1997、渡边 2000、鲁晓
琨 2004、侯瑞芬 2009）。 
(126) a. 他 一口气 [能/??会/可以]  背出    我们 的 历史 大系。 
    彼  一気に  NENG/HUI/KEYI   暗誦する-出る  私達  の  歴史  大系 
    「彼は我々の歴史大系を一気に暗唱することができる。」 
   b. 他 [能/??会/可以] 把 衬衫  洗干净。 
     彼  NENG/HUI/KEYI  ～を ワイシャツ 洗う-きれい 
     「彼はワイシャツをきれいに洗える。」 
 c. 这 件 衣服，我 [能/??会/可以] 洗 得干净。 
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   これ CL 服    私 NENG/HUI/KEYI  洗う きれいに 
   「この服を、私はきれいに洗える。」 
  d. 他 [能/??会/可以] 游 500m。 
    彼  NENG/HUI/KEYI  泳ぐ 500m 
   「彼は 500m 泳げる。」 
     e. 他 [能/??会/可以] 流利地 说 英语。 
       彼  NENG/HUI/KEYI  流暢に  話す 英語 
       「彼は流暢に英語が話せる。」 
   f. 他  [能/??会/可以] 在 海里 游泳。 
    彼  NENG/HUI/KEYI  ～で 海の中 泳ぐ 












(127) a. 她 会 写 200  个 汉字。 
    彼女 HUI 書く 200  CL 漢字 
    「彼は漢字 200 文字を書ける。」 
  b. 我 会 唱 5  首 日语 歌。 
    私  HUI 歌う 5  CL 日本語 歌 
    「私は日本語の歌を 5 曲歌うことができる。」 
  c. 宝宝   会 做 3  个 动作 了。 
    赤ちゃん HUI する 3  CL 動作  SFP（変化） 




(128)  他 会 说 流利的 英语。 
      彼  HUI 話す 流暢な  英語 
      「彼は流暢な英語が話せる。」 
(129)  他 在 游泳池里 会 游泳。 
   彼  ～で 海の中   HUI 泳ぐ 
      「彼はプールでは泳げる。」 

































(130) a. 张三 特别 能  买 东西。 
    張三  特に  NENG 買う もの 
    「彼はたくさん買い物をする。」 
    b. 他 很  能  吃。 
      彼  とても NENG 食べる 
      「彼はよく食べる。」 
(131) a. 张三 特别 会 买 东西。 
   張三  特に  HUI 買う もの 
    「張三は買い物上手だ。」 
 b. 他 很  会 吃。 
       彼  とても HUI 食べる 
        「彼はグルメだ。」 
(132)における解釈の違いも「行為の量」と「行為の質」との対立として捉えられる。 
(132)  “很能说”（よく喋る）      ― “很会说”（弁が立つ） 
      “很能干”（よく働く）      ― “很会干”（要領がいい） 
      “很能走路”（長い距離が歩ける） ― “很会走路”（歩く技術がある） 
      “很能喝酒”（酒豪だ）      ― “很会喝酒”（利き酒ができる） 
なお、(133)が示すように、“可以”は高程度副詞と共起できない。 
(133) a. *张三  特别 可以  买 东西。 
    張三  特に  KEYI  買う もの 
    「彼はたくさん買い物をする。」 
    b. *他  很  可以 吃。 
      彼  とても KEYI 食べる 























































“能” ○ ○ 
“会” × × 







(134) a. 今天 没  有 事， 我 [能/*会/可以]  参加  那 个 会议。 
    今日  NEG  有る こと  私  NENG/HUI/KEYI  参加する それ CL 会議 
    「今日は用事がないので、その会議に参加できる。」 
  b. 他 腿 伤 治好  了， [能/*会/可以] 走路 了。 
    彼  足  傷  治る-良い PERF NENG/HUI/KEYI 歩く  SFP（変化） 
    「彼は足が良くなって、歩けるようになった。」 
  c. 天气  热 了， [能/*会/可以] 游泳 了。 
    天気  暑い PERF NENG/HUI/KEYI 泳ぐ  SFP（変化） 
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    「暑くなってきたので、泳げる。」 
【受動的状況可能】 
(135) a. 这 架 钢琴 [能/*会/可以]  弹。 
    これ CL ピアノ NENG/HUI/KEYI  弾く 
    「このピアノは弾くことができる。」 
  b. 芹菜 叶子 也 [能/*会/可以] 吃。 
    セロリ 葉   も  NENG/HUI/KEYI 食べる 
    「セロリは葉も食べられる。」          （吕叔湘 1999:414） 
  c. 这  支 笔毛 [能/*会/可以]  画 画儿 吗？ 
    これ CL 筆   NENG/HUI/KEYI  描く 絵   SFP（疑問） 
    「この筆は絵が描けますか。」          （吕叔湘 1999:414） 
【許可可能】 
(136) a. 现在 我 [能/*会/可以]  说 两   句 吗？ 
    今   私  NENG/HUI/KEYI  話す いくつか CL SFP（疑問） 
    「今ちょっと喋ってもいいですか。」 
  b. 我 [能/*会/可以]  进来  吗？ 
    私  NENG/HUI/KEYI  入る-来る SFP（疑問） 
    「入ってもいいですか。」 
  c. 休息室里 [能/*会/可以]  吸烟。 
    休憩室の中  NENG/HUI/KEYI  喫煙する 
    「休憩室ではたばこを吸ってもいいです。」 


















(137)  他 [能/会/可以] 弹 钢琴。 
   彼  NENG/HUI/KEYI 弾く ピアノ 


































(138) a. さびしくて一人でいられない。 









(139)  天 这么  晚 了， 我 不 能  让   你  走！ 
   時間 こんなに 遅い PERF 私  NEG NENG ～させる あなた 行く 
    「こんな遅くなってしまったので、お帰しすることはできない。」 
(140)  病人 病情 危急， 不 能  坐 等。 
   病人  病状  危急   NEG NENG 座る 待つ 

















(141)  *天  这么  晚 了， 我 不 [会/可以]  让   你  走！ 
   時間  こんなに 遅い PERF 私  NEG HUI/KEYI   ～させる あなた 行く 
   「こんな遅くなってしまったので、お帰しすることはできない。」 
(142)  *病人 病情 危急， 不 [会/可以]  坐 等。 
   病人  病状  危急   NEG HUI/KEYI   座る 待つ 










(143) a. 今天 没  有 事， 我 可以 参加  那 个 会议。 
    今日  NEG  有る こと  私  KEYI 参加する それ CL 会議 
    「今日は用事がないので、その会議に参加できる。」 
  b. 他 腿 伤 治好  了， 可以 走路 了。 
    彼  足  傷  治る-良い PERF KEYI 歩く  SFP（変化） 
    「彼は足が良くなって、歩けるようになった。」 
  c. 天气  热 了， 可以 游泳 了。 
    天気  暑い PERF KEYI 泳ぐ  SFP（変化） 
                                                                                                                                                     
す」という分類を立てており、「情理上許される」という記述がここで言う心情・情理的条
件による可能の用法を指しているとすると、本論文の記述の反例になる。しかし、刘月华
等 (1983, 2001)の当該の項で挙げられている例は以下の 3 例であり、いずれも心情・情理
的条件によって行為が（不）可能になることを表す例ではない。 
  (i) 狼听见马跑的声音渐渐地远了，就在口袋里喊：“先生，可以放我出去了。”（狼は馬
    の走る音がだんだんと遠くなっていったのを聞くと袋の中で叫んだ。「先生、もう
    私を出して下さっても結構ですよ。」） 
  (ii) 大家说：“可以把石头扔到海里去！”（皆は「石を海に投げ捨てればいいさ！」と
    言った。） 
  (iii) 休息室里可以吸烟。（休憩室では煙草を吸ってもよい。） 
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(144) a. 到 北京 [?能/可以] 来 找  我。 
    着く 北京  NENG/KEYI  来る 訪ねる 私 
    「北京に来たら私を訪ねるといい。」 
   b. 卢一民，  现在 你  [?能/可以]  答辩！ 
     卢一民（人名） 今   あなた NENG/KEYI   弁明する 









(145)  现在 我 [能/可以]  说 两   句 吗？ 
   今   私  NENG/KEYI  話す いくつか CL SFP（疑問） 
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(146) a. 竹子 [?能/会/??可以] 开花。 
    竹   NENG/HUI/KEYI  開花する 
    「竹は花が咲く。」 
  b. 水 到  0 度  [?能/会/??可以] 结冰。 
    水  達する 0 度  NENG/HUI/KEYI  凍る 
    「水は 0 度になると凍る。」 
(147) a. 人 都  [*能/会/??可以]  死 的。 
     人  すべて NENG/HUI/KEYI   死ぬ SFP（肯定） 
    「人はみな死ぬものだ。」 
   b. 水 到  100 度 就   [?能/会/??可以]  开。 
     水  達する 100 度  ～すると NENG/HUI/KEYI   沸く 


























(148)  北海道 到  了  10 月份 就   [??能/会/??可以] 下 雪。 
    北海道  達する PERF 10 月   ～すると NENG/HUI/KEYI   降る 雪 











(149)  这里 夏天 常  会 淹  水。 
   ここ  夏   いつも HUI つかる 水 
















 上記のような自発的状況可能と平行的に捉えられる“会”の用法が 2 つある。1 つ
は主語の本来的能力、自然に習得する能力を表す、とされる“会”である。それが(150)
～(152)の例である。 
(150)  张三 是 四川人， [??能/会] 说 四川话。 
       張三  COP 四川人   NENG/HUI 話す 四川語 
   「張三は四川人だから四川語が話せる。」      （黄麗華 1995:84） 
(151)  老鼠  生来 [??能/会] 打洞。 
  ねずみ  生来  NENG/HUI 穴を掘る 
   「ねずみは生まれながらにして穴を掘ることができる。」（黄麗華 1995:84） 
(152) a. 鸟 会 飞。 
    鳥  HUI 飛ぶ 
    「鳥は飛ぶ。」 
  b. 猫 会 捉   老鼠。 
    猫  HUI 捕まえる ねずみ 

















 自発的状況可能の“会”と平行的に捉えられるもう 1 つの“会”の用法として、(153)
のような「習慣」を表すとされる“会”がある。 
(153) a. 他 每天 都 会 半夜 起床  去 散步。 
    彼  毎日  全て HUI 夜中  起床する 行く 散歩する 
     「彼は毎日夜中に起きて散歩をする。」 
   b. 他 年轻 的 时候， 每天 早上 都 会 起床 做 早操。 
     彼  若い  の  とき   毎日  朝   全て HUI 起きる する 朝の体操 





(2005)が generic ‘hui’と呼ぶ用法とも区別される。ただ、一方で、Endo (2005)が言う
ような一般原理というほどの安定的で永続的な属性ではないが、この習慣の用法も「夜
中に起きて散歩する」、「朝起きて朝の体操をする」という事態の実現に関わる主語の


























(154)  最近，西班牙 科研人员 通过  试验 发现， 老鼠 能  根据  
   最近  スペイン 科学研究員  ～を通して 実験  発見する ねずみ NENG ～に基づいて 
   人类语言 节奏 的 不同， 分辨出  荷兰语 和 日语。 
   人間言語  リズム の  違い   区別する-出る オランダ語 と  日本語 
   「最近スペインの科学研究員が実験で、ねずみが人間言語のリズムの違いに
    基づいてオランダ語と日本語を区別できるということを発見した。」 
（Web 上の新聞記事 http://news.sina.com.cn/w/2005-01-11/09544787138s.shtml） 
(155) a. 水 到  100 度 才  能  开。 
    水  達する 100 度  やっと NENG 沸く 
    「水は 100 度でやっと沸騰する。」 
  b. 在 一定 温度 条件下， 才  能  下 雪。 
   ～で 一定の 温度  条件下   やっと NENG 降る 雪 
   「一定の気温条件下ではじめて雪は降る。」 
(156) a. 人 能  走路， 鱼 不 能。 
    人  NENG 歩く   魚  NEG NENG 
    「人は歩けるが、魚は歩けない。」 
  b. 醋 到  120 度 开，而  水 到  100 度 就   能  开。 
    酢  達する 120 度  沸く しかし 水  達する 100 度  ～すると NENG 沸く 
























(157) a. 这里 的 樱花树 到  了  4 月 就   能  开花。 
     ここ  の  桜の木  達する PERF 4 月  ～すると NENG 開花する 
    「ここの桜は４月になると開花する。」 
  b. 这 一带 的 稻子 一 个 周 后 就   能  结粒。 
     これ 一帯  の  稲   一  CL 週  後  ～すると NENG 実る 
    「このあたりの米は一週間すれば実る。」 
(158) a. 樱花 不  到  一 个 星期 就   会 谢。 
    桜   NEG  達する 一  CL 週間  ～すると HUI 散る 
    「桜は一週間も経たないうちに散る。」   
  b. 铁 放置 在 湿度 大  的 地方 会 生锈。 
     鉄  置く  ～に 湿度  大きい の  場所  HUI 錆びる 











(159) a. ?竹子 能  开花。 
    竹  NENG 開花する 
    「竹は花が咲く。」 
  b. ?水 到  0 度  能  结冰。 
    水 達する 0 度  NENG 凍る 
    「水は 0 度になると凍る。」 
(160) a.??樱花  不  到  一 个 星期 就   能  谢。 
    桜   NEG  達する 一  CL 週間  ～すると  NENG 散る 
    「桜は一週間も経たないうちに散る。」 
  b.??铁 放置 在 湿度 大  的 地方 能  生锈。 
     鉄  置く  ～に 湿度  大きい の  場所  NENG 錆びる 
































(161) a. 他 [#能/会/#可以] 在 家。 
    彼  NENG/HUI/KEYI  いる 家 
    「彼は家にいるだろう。」 
  b. 明天 [??能/会/*可以]  下 雨。 
    明日  NENG/HUI/KEYI   降る 雨 




Guo, Jiansheng 1995、彭利贞 2007）。 
(162)  天 这么  晚 了  他 能  来 吗? 
   時間 こんなに 遅い PERF  彼  NENG 来る SFP（疑問） 
    「こんな遅くに彼は来るのだろうか。」 
(163)  这 件 事 他 能  不  知道  吗? 
      これ CL こと 彼  NENG NEG  知っている SFP（疑問） 


















(164)  我 真 没 想到  他 能  在 家 等 我。 
     私  実に NEG 思い至る 彼  NENG いる 家  待つ 私 
     「彼が家にいて私を待っているだなんて思いもしなかった。」 
 “能”が成立する環境として一般的に上記のような反語文が指摘されるが、実はも
う 1 つ“能”が認識可能を表せるときがある。それが、黄麗華 (1995)、宮本 (1997)、





(165)  这样  用力  洗， 衣服 就    [(*)能/会] 洗破   了。 
    このよう 力を入れて 洗う  服   ～すると NENG/HUI 洗う-破れる SFP（変化） 
    「そんなに力を入れて洗うと、服が破れてしまう。」 
(166)  明天 [(*)能/会] 下 雨 吗? 
       明日  NENG/HUI  降る 雨  SFP（疑問） 
   「明日は雨が降るだろうか。」 





(167) a. 过  一会儿， 雨 大概 能  停。 
    過ぎる 少しの間  雨  たぶん NENG 止む 
    「もう少ししたら雨もやむだろう。」 
     b. 我 觉得 他 的 病 能  好。 
       私  思う  彼  の  病気 NENG 良い  
       「彼の病気はたぶん良くなるだろう。」 
     c. 他 希望 将来 能  当 一 名 医生。 
       彼  望む  将来  NENG なる 一  CL 医者 

























































































































【表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 











「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 
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(168) a. どなたでもお入りになれます。           （許可、肯定文） 
  b. 悪いけど、私のかわりにあした会議出られない？  （依頼、疑問文） 
  c. 食べられません。      （禁止、乾燥剤の注意書きなど、否定文） 
（渋谷 2005:42） 
(169) a. #（私は）ちょっと喋れますか？  （許可） 
  b. #教えられませんか？       （依頼） 








(170) a. 今君はちゃんと泳げているよ。 
  b. 彼はこの曲を初めて歌ったそうだが、ちゃんと歌うことができている。 
 ここまでの議論を踏まえると、本論文の記述を一部見直す必要がある。第 1 章 1.1
節および第 2 章 2.2 節において、(171)のような、無標の動詞が述語に現れ非過去形と
なったときに実現性を表す表現を、本論文の考察対象から外すことを述べた。 
(171)  鳥は飛ぶ。 















可能を表すことができる（吕叔湘 1980, 1999、朱継征 1995、渡边 2000、郑天刚 2002、
鲁晓琨 2004）。 
(173) a. 她  昨天 有点儿 中暑，   没 能  来 找  你。 
     彼女  昨日  少し   日射病にかかる NEG NENG 来る 訪ねる あなた 
     「彼女は昨日ちょっと日射病になって、あなたを訪ねることができな 
      かった。」 
   b. 路上 塞车， 市长 没 能  按时   赶到  会场。 
       路上  渋滞する 市長  NEG NENG 時間通りに  到着する 会場 
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       「道が渋滞していて、市長は時間通りに会場に到着することができな 


















(174)  让   他 吃 了  这 片 药，他 就   能  死。 
    ～させる 彼  飲む PERF これ CL 薬  彼  ～すると NENG 死ぬ 
    「この薬を彼に飲ませれば、彼は死ぬ(??死ねる/??死ぬことができる)。」 
（鲁晓琨 2004:54） 
   cf. この薬を飲めば私は[死ねる/死ぬことができる]。 
(175)  如果  犯规  了， 他们队  就   能  输  给 我们队。 
  もし   反則する PERF 彼らのチーム ～すると NENG 負ける ～に 私たちのチーム 
   「反則をすれば、彼らのチームは我々のチームに負ける（??負けられる 
       /??負けることができる）。」 
  cf. （わざと）反則をすれば、我々のチームは[負けられる/負けることが 




















(176)  彼には英語が話せる。 
第 3 章 3.1 節、および本章 4.2 節で“会”は(177)のような条件的状況可能や、(178)
のような受動的状況可能、(179)のような行為のあり方を限定するような語句と共起し
ないということを指摘した 
(177) a. *[今天/在这里]， 他  会 说 英语。 
    今日  ここで   彼   HUI 話す 英語 
    「彼は[今日は/ここでは]英語を話せる。」 
  b. *没  有 时间， 我 不 会 读 那 本 书。 
    NEG 有る 時間   私  NEG HUI 読む それ CL 本 
    「時間がないので、私はその本が読めない。」 
(178) a. *这  支 笔毛 会 画 画儿 吗？。  
    これ CL 筆   HUI 描く 絵   SFP（疑問） 
    「この筆は絵が描けますか。」          （吕叔湘 1999:414） 
  b. *这  支 笔 会 写 细 的 字。 
     これ CL ペン HUI 書く 細い の  字 
    「このペンは細い字が書ける。」 
(179) a. *他  会 流利地 说 英语。 
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     彼  HUI 流暢に  話す 英語 
    「彼は流暢に英語を話せる。」 
  b. *他  会 快速地 画 油画 
   彼  HUI 素早く  描く 油絵 




  b.??時間がないので、私にはその本が読めない。 
  cf. a. [今日は/ここでは]、彼は英語が話せる。 
    b. 時間がないので、私はその本が読めない。 
(181) a.??この筆には絵が描けますか。 
  b.??このペンには細い字が書ける。 
 cf. a. この筆は絵が描けますか。 
   b. このペンは細い字が書ける。 
(182) a.??彼には流暢に英語が話せる。 
  b.??彼には素早く油絵が描ける。 
  cf. a. 彼は流暢に英語が話せる。 













  (i) a.??このクレーン車には 80t の貨物が持ち上げられる。 
    b.??この車には山道が走れる。 
  (ii) a. *这辆吊车会吊起来 80t 的货物。 





(183) a. 彼には納豆が食べられない。              （能力可能） 
   b. *今日は納豆が切れているから、彼には納豆が食べられない。 
                               （×状況可能） 





















(184)  若い頃私には、150 キロのバーベルが持ち上げられた。それが自慢だっ 
   た。 
(185)  *昨日の大会で、私には 150 キロのバーベルが持ち上げられた。それで優 
   勝した。 
（清水 2002:133） 

































(1) a. 我々は気分に左右され[がちだ/やすい]。 
  b. エリートは強い挫折感を味わい[がちだ/やすい]。 
(Inoue, Kazuko 1978:130-131) 
両形式の違いとしてこれまで注目されてきたのは、「がちだ」のマイナスの評価性であ





(2)  教育環境が良ければ、素直な子どもが育ち[??がちだ/やすい]。 









(4) a. 杉の枝は燃え[??がちだ/やすい]。 
 b. 山の奥地ではクマに襲われ[?がちだ/やすい]。 



















(6) a. ?安物のカサはこわれがちだ。 
                                                   













(7) a. 私のカサは安物だったのでこわれがちだ。 













































(8) a. 私は友達と一緒だと勉強がしやすい。 
 b. 私はこの本の方が読みやすかった。 
(9) a. *私は友達と一緒だと勉強がしがちだ。 
 b. *私はこの本の方が読みがちだった。 
【属性難易】 
(10) a. 初学者にはこの辞書が使いやすい。 
  b. このビールは飲みやすい。 
(11) a. *初学者にはこの辞書が使いがちだ。 
   b. *このビールは飲みがちだ。 
【進展傾向】 
(12) a. 杉の枝は燃えやすい。 




  b.??このチョコレートは溶けがちだ。 
【頻度傾向】 
(14) a. この交差点では事故が起こりやすい。 
  b. A 国は地震、風水害、火山噴火などの各種災害に見舞われやすい。 
(15) a. この交差点では事故が起こりがちだ。 








【表 10 「がちだ」と「やすい」の意味範囲の違い】 
 「がちだ」 「やすい」 
感覚難易  ×（(9)）  ○（(8)） 
属性難易  ×（(11)）  ○（(10)） 
進展傾向  ×（(13)）  ○（(12)） 




(16) a. 都心のアパートは郊外よりも部屋が狭くなり[がちだ/??やすい]。 















    ので、つい黙り[がちに/??やすく]なる。 
（BCCWJ、『方舟さくら丸』、OB2X_00207） 
 b. 実家に帰るのは、正月以来だ。就職して一人暮らしを始めてからは、忙




























(18) a. 昼食の後は睡魔に襲われ[がちだ/やすい]。 
  b. 夏場は食欲が落ち[がちだ/やすい]。 
(19) a. 山の奥地ではクマに襲われ[?がちだ/やすい]。 

















(20)  日本は地震災害に見舞われ[がちだ/やすい]。 
(21)  プレートの境界にある国は地震災害に見舞われ[?がちだ/やすい]。 
(22)  （日本のように）プレートの境界にある国は地震災害に見舞われ[がちだ
    /やすい]。 
逆に(23)のように特定の国が主語に立つ場合でも「がちだ」が不自然となることがあ
る。 
(23)  統計データを見ると、イランは地震災害に見舞われ[??がちだ/やすい]と 




























































 「事態の進展に関わる情報からの推論」に通じる指摘は、井上次夫 (1997)、 渡邊 
(2007)の「やすい」の意味拡張に関する議論の中でなされており、また、本論文の第 3





















第 3 章 3.4 節で、難易の意味拡張は「難易」→「進展傾向」→「頻度傾向」という順
で起こっているという見方を示した。ただし、井上次夫 (1997)、渡邊 (2007)および







い」の違いに関する 3 つの現象が統一的に説明できることを以下で順に見ていく。 
 まず、「①「やすい」は進展傾向を表せるが、「がちだ」は進展傾向を表せない」と
いう事実であるが、これは頻度傾向と進展傾向が複数回の事態を前提とするか否かと




(24) （交差点で事故が起こるのを 1 回見た後で） 
 ??この交差点は事故が起こりやすい。 
(25) （杉の枝がよく燃えるのを 1 回見た後で） 











(26) （杉の枝を 1 回燃やし、よく燃えるのを見た後で） 





















(27) a. 昼食の後は睡魔に襲われ[がちだ/やすい]。 
  b. 夏場は食欲が落ち[がちだ/やすい]。 
(28) a. 山の奥地ではクマに襲われ[?がちだ/やすい]。 













  この交差点は信号の位置が悪いから事故が起こり[??がちだ/やすい]と考 

















(30) a. 夏休みなのに、太郎は勉強ばかりしている。 

























































【表 5 日本語と中国語の難易形式の意味分布】 
 難易 傾向 
感覚難易 属性難易 進展傾向 頻度傾向 
「やすい」 ○ ○ ○ ○ 
「にくい」 ○ ○ ○ ○ 
「づらい」 ○ ○ △ △ 
“容易” × ○ ○ ○ 
“好” × ○ △ △ 







































（森田 1977:367 下線強調は本論文筆者による） 
 











（飛田・浅田 1991:369 下線強調は本論文筆者による） 
 










(31) a. この小説は字が小さいので読みづらい。 



















(32)  いいづらい話だが、君にはもう金を貸せないよ。 
(33)  身内を非難するようなことは書きづらい。 
【Ⅱ肉体的苦痛・五感への負担】 
(34)  足に豆ができて歩きづらい。 
(35)  この席は遠くて聞きづらいから、前の席にうつろう。 
【Ⅲ道具の使い勝手の悪さ】 
(36)  このまんねんひつは古くなったので、とても書きづらい。 
(37)  ノートパソコンのキーボードは、小さいし、キーの配列も窮屈で使いづ 
   らい。 
【Ⅳ技術・能力、外的条件による困難】 
（第一段階） 
(38)  R と L が多くて、とても言いづらい名前なのよ。 
(39)  この不況下、アート作品は売りづらい。 
（第二段階） 
(40)  アート作品は、不況も影響してか、売れづらくなっている。 
(41)  この薪はしめっていて燃えづらい。 
（第三段階） 
(42)  このような気圧配置の時は雨が降りづらい。 
【Ⅴ「～ヅライ」がプラス評価である場合】 
(43)  赤ん坊は男より女の方が比較的病気にかかりづらい。 
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  ライ」の許容度は下がる。 
B Ⅴのように、上接動詞が好ましくない意味を表すものでそれが困難であること







  b. 凍結した道でも慎重に歩けば転倒しづらい。 
 







(46)  *この紙は燃えづらい。 *この豆は煮えづらい。 *この布は乾きづらい。 
   *この潜水艦は沈みづらい。 *この肉は切れづらい。 
(47) 尿が出づらい。病気が治りづらい。静電気が起こりづらい。汚れが落ちづ 
  らい。電波が届きづらい。ほこりが入りづらい。足が滑りづらい。差が生 
  じづらい。イメージが沸きづらい。下半身の脂肪が取れづらい。有利な性 
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(50)  アイスクリームが[勝手に/自然に]いたむ。 







(52)  生木は燃えづらいので薪には使えない。 






(56)  洗濯物は湿気があると乾きづらいですか？ 
  ―乾きづらいですね。私は密閉部屋をつくりそこに除湿器を置いて乾かし 
   ています。 
（Yahoo 知恵袋http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q11116491416） 
(57)  ユナイテッド・ステーツは 1950 年~1952 年にかけて、ノースロップ・グ
   ラマン・ニューポート・ニューズの乾ドックで建造された。有事の際に 
   は軍艦として徴用される計画があったため、ユナイテッド・ステーツは 
   攻撃を受けても沈みづらい海軍仕様で建造された。 




(58)  イカの足（腕なんでしょうけど・・・）を食べる時、長い 2 本の触腕に 
   だけ、真ん中に直径 1mm 程度の太さの白くて長くて切れづらいヒモみた
   いなのが入っていると思うんですけど、あれは何ですか？ 





















(59)  赤ん坊は男より女の方が比較的病気にかかり[にくい/??づらい]。 











(61)  不景気に高級車は売れ[にくい/??づらい]。 
(62) （車の販売員の発話として） 
   「不景気に高級車は売れ[にくい/づらい]から軽自動車の販売に重点を 











(64) a. 不景気に高級車は売れ[にくい/??づらい]から、低価格車を専門に販売し 






(65)  いったんフリーターや無業者になると正社員として採用されづらい傾向 
   があるのではないか。                （朝日 2006.1.12） 
(66)  出火した場所は人目につきづらく、当時従業員はいなかった。 
（朝日 2007.5.15） 
(67)  アテネ五輪銀メダリストで 44 歳の山本博は首位に 33 点差の 7 位と大き 
   く出遅れた。(…)50 メートルと 30 メートルで行われる後半戦に可能性 






































(68)  平坦な道は転倒し[にくい/??づらい]。 












   b.??アイスクリームはいたみづらいので長期間保存できる。 
(71) a. 不純物の少ない水でつくった氷は比較的溶けづらい。 





























  には最大幅 1 センチのつばを付け、湯飲みは円筒形に近い形にしてそこの 
  台をなくした。                     （朝日 2007.4.6） 
(74) 「晴るる」は、味がよく、丈が短いため倒れづらく、台風などの被害に強 
































































【表 5 日本語と中国語の難易形式の意味分布】 
 難易 傾向 
感覚難易 属性難易 進展傾向 頻度傾向 
「やすい」 ○ ○ ○ ○ 
「にくい」 ○ ○ ○ ○ 
「づらい」 ○ ○ △ △ 
“容易” × ○ ○ ○ 
“好” × ○ △ △ 








(75)  这 支 圆珠笔 很  [??容易/好] 使。 
      これ CL ボールペン とても RONGYI/HAO 使う 
   「このボールペンは使いやすい。」 
(76)  英语 很  [容易/*好] 学会。  
    英語  とても RONGYI/HAO 学ぶ-身に付く 














   とき、“好”は助動詞のように働く。） 
(77) a. 这 条 路 还算 好 走。 
    これ CL 道  まあ  HAO 歩く 
    「この道はまあ歩きやすい方だ。」 
    b. 那 篇 文章 好 懂。 
      それ CL 文章  HAO わかる 
      「その文章はわかりやすい。」 
     c. 这  问题 好 解决。 
      これ 問題  HAO 解決する 





   近い。） 
(78) a. 汽油   容易  挥发。 
    ガソリン  RONGYI 揮発する 
    「ガソリンは揮発しやすい。」 
    b. 象棋  比较 容易  学。 
      中国将棋 比較的 RONGYI 学ぶ 
      「中国将棋は比較的学びやすい。」 
    c. 这  句 话 不 容易  懂。 
      これ CL 話  NEG RONGYI わかる 
      「この話はわかりやすい。」 
    d. 青年人 容易  接受  新  事物。 
      若者   RONGYI 受け入れる 新しい 事物 











  跟上面的“难”相对的，可以是“容易”，也可以是“好”，但有的例子只能用其中 
  之一。（上記の“难”（注：助動詞用法“难”のことを指す）の反対は、“容易”で
  もよいし“好”でもよいが、一方しか用いることができない例もある。） 
(79) a. 法语  难 学。       （＝不好学，不容易学） 
    フランス語 NAN 学ぶ 
    「フランス語は学びにくい。」 
  b. 这 道 题 不 难 做。   （＝好做，容易做） 
    これ CL 問題 NEG NAN する 
    「この問題はやりやすい。」 
  c. 那  条 路 不 难 走。   （＝好走，×容易走） 
    あれ CL 道  NEG NAN 歩く 
    「あの道は歩きやすい。」 
  d. 他 的 心情 不 难 想像。 （＝容易想像，×好想像） 
    彼  の  気持ち NEG NAN 想像する 



















容易 1 時間、労力をかけずに何らかの行為を実行することを表す。 
(80)  这 个 电脑  容易  掌握。 
      これ CL パソコン RONGYI マスターする 
    「このパソコンは使いこなしやすい。」 
(81)  象棋  容易  学。 
   中国将棋 RONGYI 学ぶ 
   「中国将棋は学びやすい。」 
容易 2 行為を行ない、望ましい結果を容易に得ることを表す。 
(82)  象棋  容易  学好。 
    中国将棋 RONGYI 学ぶ-良い 
     「中国将棋は学びやすい。」 
(83)  单独 说 一 个 自由字， 比  单独 念 一 个 粘附字 
   単独  言う 一  CL 独立形態素  ～より 単独  読む 一  CL 拘束形態素 
   容易  听得懂   一些。 
   RONGYI 聞く-DE-わかる 少し 
   「独立して使う語だけを言う方が、他の語にくっついて使う語だけを言 
    うよりもいくらか聞いてわかりやすい。」 
容易 3 望ましくない状況が出現する可能性が大きいことを表す。 
(84)  现在 夏天 食物 容易  变质。 
      今   夏   食べ物 RONGYI 変質する 
    「夏場の今は食べ物が変質しやすい。」 
(85)  容易  感冒  的 人 应当 注意  天气 变化。 
   RONGYI 風邪をひく の  人  ～べき 注意する 天気  変化 
       「風邪をひきやすい人は天気の変化に注意すべきだ。」 
 
好 1 時間、労力をかけずに何らかの行為を実行することを表す。 
(86)  这 个 道理 好 理解。 
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   これ CL 理屈  HAO 理解する 
    「この理屈は理解しやすい。」 
(87)  尼龙  衣服  很  好 洗。 
   ナイロン 服    とても HAO 洗う 
   「ナイロンの服は洗いやすい。」 
好 2 事物が人を満足させる性質を備えていることを表す。 
(88)  这 辆 自行车 好  骑。 
      これ CL 自転車  HAO  乗る 
    「この自転車は乗り心地がよい。」 
(89)  这 杯 乌龙茶 很  好 喝。 
   これ CL ウーロン茶 とても HAO 飲む 
   「このウーロン茶はおいしい。」 
 

















容易 1 ＋ ＋ － － ＋ － 
容易 2 ＋* ＋ ＋ － ＋ ＋ 
容易 3 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
好 
好 1 ＋ － － － － － 
好 2 ＋ － － － － － 
204 
 












とは性質を異にするため（cf. 古川 2003）、本論文では分析の範囲からは外す。 
 つづいて“容易”の分類についてであるが、“容易 3”は本論文で「傾向」と呼んで





















“結果性”あり － ＋ － － － 
“結果性”なし 
単音節 ＋ ＋(1) ＋(2) ＋ ＋(3) 
















単音節 ＋ － － ＋ － 
二音節 ＋ － － － － 
“貶義” 
（望ましくない事態を表す動詞） 
－ － ＋ － － 
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(90)   汽油  很  容易  挥发。 
       ガソリン とても RONGYI 揮発する 
    「ガソリンは揮発しやすい。」 











(91)  这 件 事 容易  办。 
      これ CL 事  RONGYI する 
   「この事はやりやすい。」 
(92)  这 件 事 并  不 复杂， 容易  办好。 
      これ CL 事  決して NEG 複雑   RONGYI する-良い 























(93)  这样  写 容易  把 意思 说清楚。 
   このよう 書く RONGYI ～を 意味  言う-はっきり 



















                                                   














(94)  夏天 衣服 很  [容易/好]  干。 
   夏   服   とても RONGYI/HAO 乾く 
   「夏は衣服が乾きやすい。」 
(95)  这里 的 彩票 很  [容易/好]  中。 
    ここ  の  宝くじ とても RONGYI /HAO あたる 




(96)  那 条 路 很  [??容易/好] 走。 
   あれ CL 道  とても RONGYI/HAO 歩く 
   「あの道は歩きやすい。」 
 
 先行研究をまとめると、“容易”と“好”の意味的な異同を明らかにする上で、以下





② “容易”は(96)のような例では不自然になる（吕叔湘 1980, 1999）7。これは、ど
のような要因によるものなのか。“容易”の意味特徴から説明できる事実なのか。 
                                                                                                                                                     
は人間（有情物）をとる動詞であり、完全に無意志的な事態を表しているわけではない。 



















(97)  汽油  很  [容易/*好] 挥发。 
   ガソリン とても RONGYI/HAO 揮発する  
   「ガソリンは揮発しやすい。」 
(98)  冬天 皮肤 很  [容易/*好] 干。 
   冬   皮膚  とても RONGYI/HAO 乾く 
   「冬になると皮膚が乾燥しやすい。」 
(99)  生 的 食物 在 夏天 很  [容易/*好] 坏。 
    生  の  食品  ～に 夏   とても RONGYI/HAO  腐る 
   「生鮮食品は夏場は腐りやすい。」 
(100)  领子 很  [容易/*好] 脏。 
    襟   とても RONGYI/HAO 汚れる 
   「襟は汚れやすい。」 
(101)  浴室 潮湿  很  [容易/*好] 生   杂菌。 
  浴室  湿度が高い とても RONGYI/HAO 発生する 雑菌 
   「浴室は湿気が多いので雑菌が繁殖しやすい」 
(102)  我 很  [容易/*好] 晕 车， 所以 吃 防晕药。 
    私  とても RONGYI/HAO 酔う 車   だから 飲む 酔い止め薬 










(103)  夏天 衣服 很  [容易/好]  干。 
   夏   服   とても RONGYI/HAO  乾く 
   「夏は衣服が乾きやすい。」 
(104)  这里 的 彩票 很  [容易/好]  中。 
    ここ  の  宝くじ とても RONGYI/HAO あたる 




















(106)  *连  矿泉水    在 夏天 都 很  好 坏 
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  ～さえ ミネラルウォーター ～に 夏   全て とても HAO いたむ 
  「ミネラルウォーターでも夏場はいたみやすい。」 
ただし、これは日本語と中国語の差というよりは日本語の「づらい」が困難さを表す
形式であるの対して、中国語の“好”が容易さを表す形式であるということの差から
























  (i) a. この肉は食べ[にくく感じる/づらく感じる]。 
     b. 食べ[にくがっている/づらがっている]。 
     c. 食べ[にくそうだ/づらそうだ]。 
  (ii) a. ?この肉は食べやすく感じる。 
     b. ?食べやすがっている。 
     c. ?食べやすそうにしている。 
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(107)  那 条 路 很  [??容易/好] 走。 
    あれ CL 道  とても RONGYI/HAO 歩く 
   「あの道は歩きやすい。」 
(107)のように“容易”の方だけが不自然になる類例を探すと、(108)、(109)のような
例がある。 
(108)  这  张 椅子 很  [??容易/好] 坐。 
   これ  CL 椅子  とても RONGYI/HAO 座る 
   「この椅子は座りやすい。」 
(109)  这 支 圆珠笔  很  [??容易/好] 使。 
    これ CL ボールペン  とても RONGYI/HAO 使う 














(110)  他 的 说明 很  [容易/好]  理解。 
   彼  の  説明  とても RONGYI/HAO 理解する 
   「彼の説明は理解しやすい。」 
(111)  这 个 问题 很  [容易/好]  回答。 
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    これ CL  問題 とても RONGYI/HAO 答える 








(112)  这 种 病 很  [容易/好]  治。 
    これ CL 病気 とても RONGYI/HAO 治す 
   「この病気は治しやすい。」 
(113)  这  个 作业 很  [容易/好]  做。 
   これ  CL 宿題  とても RONGYI/HAO する 





(114)  水泥  路 很  [容易/好]  走。 
       セメント 道  とても RONGYI/HAO 歩く 
   「コンクリートの道は歩きやすい。」 
(115)  新  的 椅子 很  [容易/好]  坐。 
       新しい の  椅子  とても RONGYI/HAO 座る 





(116)  这  条 路 很  [容易/好]  走。 
   これ  CL 道  とても RONGYI/HAO 歩く 
   「この進路はやっていきやすい。」 
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(117)  这 种 椅子 很  [容易/好]  坐。 
  これ CL ポスト とても RONGYI/HAO 座る 








(118) a. 英语 很  [容易/好]  学。 
     英語  とても RONGYI/HAO 学ぶ 
   「英語は学びやすい。」 
 b. 英语 很  [容易/*好] 学会。  
     英語  とても RONGYI/HAO 学ぶ-身に付く 
   「英語は学んで身につけやすい。」 
(119) a. 日本 生产  的 衬衫  很  [容易/好]  洗。 
     日本  生産する の  ワイシャツ とても RONGYI/HAO 洗う 
     「日本製のワイシャツは洗いやすい。」 
   b. 日本 生产  的 衬衫  很  [容易/*好] 洗干净。 
     日本  生産する の  ワイシャツ とても RONGYI/HAO 洗う-きれい 
   「日本製のワイシャツは洗ってきれいにしやすい。」 
(120) a. 这 件 工作 很  [容易/好]  做。 
     これ CL 仕事  とても RONGYI/HAO する 
   「この仕事はやりやすい。」 
 b. 这 件 工作 很  [容易/*好] 做完。 
     これ CL 仕事  とても RONGYI/HAO する-終わる 










(121) a. 我 在  学 中文。 
    私  PROG 学ぶ 中国語 
   「私は中国語を学んでいる。」 
  b. *我 在  学会   中文。 
    私  PROG 学ぶ-身につく 中国語 
    「私は中国語を学んで身につけているところだ。」 
(122) a. 我 在  杀 张三。 
    私  PROG 殺す 張三 
    「私は張三を殺している。」 
  b. *我  在  杀死  张三。 
    私  PROG 殺す-死ぬ 張三 





(123)  *他 在  把 窗子 打破。 
   彼  PROG ～を 窓   殴る-割れる 
   「彼は窓を割っている。」 
(124)  *我 在  把 这 件 衣服 洗干净。 
   私  PROG ～を これ CL 服   洗う-きれい 





















































(125) a. 今日は仕事に行きづらい。 
   [バスが運行休止中だから]＜[息子が寝込んでいるから] 
   b. 今日は仕事に行きにくい。 
   [バスが運行休止中だから]＞[息子が寝込んでいるから] 
(126) a. 花子と連絡がとりづらい。 
    [花子が海外にいるから]＜[昨日喧嘩したから] 
  b. 花子と連絡がとりにくい。 



















(127) a. 他 说话 口音 很  重， 不 [容易/好]  懂。 
     彼  話   なまり とても 強い  NEG RONGYI/HAO わかる 
   「彼のしゃべり方はなまりが強くて聞きとりにくい。」 
 b. 哥哥 的 字 不  [容易/好]  辨认。 
       兄   の  字  NEG  RONGYI/HAO 判別する 






【表 5 日本語と中国語の難易形式の意味分布】 
 難易 傾向 
感覚難易 属性難易 進展傾向 頻度傾向 
「やすい」 ○ ○ ○ ○ 
「にくい」 ○ ○ ○ ○ 
「づらい」 ○ ○ △ △ 
“容易” × ○ ○ ○ 
“好” × ○ △ △ 
“难” × ○ △ △ 
 
(128) a. 教室にいる人が少ないので、（私は）勉強しやすい。 
  b. 彼はとてもゆっくり話してくれたので、（私は）わかりやすかった。 
(129) a. 教室にいる人が多いので、（私は）勉強し[にくい/づらい]。 
  b. 彼はとても速くしゃべるので、（私は）わかり[にくかった/づらかった]。 
(130) a. *教室里 人 很  少， 我 很  [容易/好]  学习。 
     教室の中 人  とても 少ない 私  とても RONGYI/HAO 勉強する 
     「教室にいる人が少ないので、（私は）勉強しやすい。」 
   b. *他  说 得很慢，   我 很  [容易/好]  懂。 
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     彼  話す とてもゆっくりと 私  とても RONGYI/HAO わかる 
     「彼はとてもゆっくりと話してくれたので、（私は）わかりやすかった。」 
(131) a. *教室里  人 很  多， 我 很  难  学习。 
     教室の中  人  とても 多い  私  とても NAN  勉強する 
     「教室にいる人が多いので、（私は）勉強しにくい。」 
   b. *他  说 得很快， 我 很  难  懂。 
     彼  話す とても速く  私  とても NAN  わかる 




















 この第 6 章では、本論文の成果をまとめ、今後の課題と展望について述べる。まず、



















Ⅰ -a . ＜可能＞と＜難易＞はともに事態から見出される実現性（事態が現実世界に出
現・存在する見込み）を表し、さらにその認知基盤事態が「行為主体の働きか
け」と「事態実現を阻む抵抗力」との力関係で捉えられるという点で共通する。 










































【④表 3 日本語と中国語の可能形式の意味分布】 









「られる」 ○ ○ ○ ○ × 
「ことができる」 ○ ○ ○ ○ △ 
“能” △ ○ ○ ○ △ 
“会” × ○ × × ○ 
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  × ○ 
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【⑤表 5 日本語と中国語の難易形式の意味分布】 
 難易 傾向 
感覚難易 属性難易 進展傾向 頻度傾向 
「やすい」 ○ ○ ○ ○ 
「にくい」 ○ ○ ○ ○ 
「づらい」 ○ ○ △ △ 
“容易” × ○ ○ ○ 
“好” × ○ △ △ 


















 a. 「られる」と「ことができる」 （可能形式） 
 b. 「にくい」と「づらい」    （難易形式） 
＜中国語＞ 
 c. “能”と“会”と“可以”    （可能形式） 
 d. “容易”と“好”       （難易形式） 
 
































































































































(2) a. ハンググライダーはパラグライダーよりも飛びやすかったです。 
 b. 1 回目よりも 2 回目の方が漉きやすかったです。 
(3) a. この洋服は（?素早く）たたみやすい。        （様態） 
 b. このカボチャは（?片手で）切りやすい。       （手段） 
 c. この時計は（?5 分で）分解しやすい。        （期限） 
 d. その食品は（?ベッドの上で）食べやすい。      （場所） 
(4) a. この洋服ならきっと素早くたたみやすいよ。     （様態） 
 b. こっちの小さめのカボチャなら片手で切りやすい。  （手段） 
 c. このタイプの時計が一番 5 分で分解しやすい。    （期限） 













(5)  这样  用力  洗， 衣服 就    [(*)能/会] 洗破   了。 
   このよう 力を入れて 洗う  服   ～すると NENG/HUI 洗う-破れる SFP（変化） 
   「そんなに力を入れて洗うと、服が破れてしまう。」 
(6)  明天 [(*)能/会] 下 雨 吗? 
      明日  NENG/HUI  降る 雨  SFP（疑問） 
  「明日は雨が降るだろうか。」 




















(7) a. 昼食の後は睡魔に襲われ[がちだ/やすい]。 
 b. 夏場は食欲が落ち[がちだ/やすい]。 
(8) a. 山の奥地ではクマに襲われ[?がちだ/やすい]。 









(9) （交通事故に関する講習の中で交差点の事故発生件数に関するデータを 1 年 
  かけて調べ上げた専門家が話す場面で） 
  「この交差点は特に早朝に事故が起こり[がちな/やすい]んです。」 
(10) （交通事故に関する講習で受講者が専門家に事故件数のデータを渡され、 
   事故発生の時間帯に関して何か特徴はないかと聞かれ、答える場面で） 
  「えーと、特に早朝に事故が起こり[??がち/やすい]ですね。」 
それでは、以下の(11)の「がちだ」の容認度はどうであろうか。 
(11) （交通事故に関する講習の中で急遽交差点の事故発生件数がまとめられた 
   データを渡された講師が話す場面で） 
  「えーと、ちょっとお待ちください。手元のデータによりますと…この交 




































(12)  我  看不懂    英文。 
   私   読む-NEG-わかる 英語 
   「私は英語が読めない。」 
(13)  他 今天 来不了。 
   彼  今日  来る-NEG-LIAO 
   「彼は今日来られない。」 
(14)  这 个 蛋糕 吃不了。 
   これ CL ケーキ 食べる-NEG-LIAO 
   「このケーキは食べられない。」 
(15)  #你  吃不了     这 个 蛋糕。 
   あなた 食べる-NEG-LIAO  これ CL ケーキ 
   「（あなたは）このケーキを食べてはいけない。」 
(16)  #他 明天 来不了。 
   彼  明日  来る-NEG-LIAO 
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   「彼は明日来ないだろう。」 
 また、考察対象を他言語に広げ、英語の可能形式 can の分布を考えると、can は(17)
のような能力可能のほか、(18)のような条件的状況可能、(19)のような許可可能が問題
なく表せる。この基本的分布は中国語の“能”と“可以”に近い。 
(17)  He can swim. 
(18)  From the top you can see the whole of the city. 
(19)  Can I leave now? 
(Li, Renzhi 2004:56) 
認識可能について見ると、can が認識可能を表すのは(20)のような疑問文、否定文のと
きであり、肯定平叙文で現れる can が認識的な意味で使用されることはほとんどない。
（Sweetser 1990、Li, Renzhi 2004）。これは、第 3 章 3.1.4 節で指摘した“能”が認
識可能を表すときの典型的環境と一致するものであり、can は“能”と近いふるまい
を見せることがわかる。 
(20) a. Can they be serious? 
  b. It can’t be true. 
さらに興味深いのは、実現可能の用法である。(21)が示すように can は基本的に 1 回
的な事態の実現を表す実現可能を表せない。ただし、(22)のように否定的な文脈、あ
るいは(23)のように通常とは異なる状況で事態は実現した、という限定的な条件下で




(21)  *I ran fast, and could catch the bus. 
(22) a. I could scarcely get a word out. 
   b. I could nearly reach the branch. 
(23) a. I could reach the branch because it was loaded down. 
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